
「
復
元
」
さ
れ
た
測
量
と
近
世
山
岨
絵
図

北
摂
山
地
南
麓
地
域
を
事
例
と
し
て

鳥珂

毎、
γ

区≠

匡

f復元」された測量と近翫Ll論絵図（1鳴海）

門
要
約
】
　
十
八
世
紀
後
期
に
お
け
る
小
物
成
山
の
利
用
を
巡
る
訴
訟
過
程
で
、
摂
津
国
豊
嶋
郡
の
村
々
が
立
会
絵
図
を
測
量
図
と
し
て
作
製
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
大
坂
町
奉
行
所
で
の
指
示
を
受
け
、
漸
々
は
隣
村
の
職
業
絵
師
を
雇
っ
た
う
え
、
ま
ず
論
点
の
現
地
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
村
役
人

ら
の
手
に
よ
り
一
七
八
三
年
か
ら
の
三
年
で
計
二
十
四
田
聞
か
け
て
実
施
さ
れ
た
論
所
の
測
量
は
、
「
小
丸
」
と
称
さ
れ
る
磁
石
方
位
盤
な
ど
を
用
い
測

量
地
点
嘉
言
に
距
離
と
方
位
を
測
り
進
む
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
測
量
は
、
論
山
の
山
裾
付
近
、
由
の
周
囲
、
山
内
の
順
に
作
業
が
進
め
ら
れ
、
そ
れ
は

計
二
十
五
ヶ
所
の
測
量
区
間
で
約
工
十
八
キ
ロ
に
も
お
よ
ん
で
い
る
。
特
に
山
内
を
「
立
縄
」
や
「
横
縄
」
と
称
し
て
縦
横
に
実
施
し
た
測
量
は
特
徴
的

で
あ
り
、
論
山
内
の
位
概
付
け
と
絵
図
の
正
確
さ
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
作
業
を
村
役
人
や
絵
師
が
担
っ
て
い
た
こ

と
は
、
当
該
期
に
お
け
る
地
図
測
量
技
術
の
農
村
社
会
へ
の
広
が
り
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
地
図
作
製
の
実
態
を
知
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
五
巻
五
号
　
二
〇
〇
二
年
九
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
－
研
究
史
と
問
題
の
所
在
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

日
本
に
お
い
て
は
、
近
世
も
含
め
時
代
を
通
じ
て
実
に
多
く
の
種
類
の
地
図
資
料
が
作
製
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
理
解
す
る
試
み
は
様
々
　
3
5



な
分
野
で
、
そ
し
て
様
々
な
視
角
に
よ
り
現
在
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
議
論
は
、
対
象
と
す
る
時
代
の
地
図
が
如
何
な
る
社
会

や
制
度
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
作
製
さ
れ
た
の
か
を
ま
ず
史
料
批
判
と
し
て
検
証
す
る
こ
と
が
基
本
的
な
作
業
と
し
て
要
求
さ
れ
る
。

特
に
作
製
を
巡
る
技
術
的
な
問
題
は
、
地
図
の
表
現
を
直
接
規
定
す
る
重
要
な
要
素
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
重
要
性
に

も
関
ら
ず
、
特
に
近
代
以
前
の
絵
図
に
注
目
し
た
場
合
、
こ
の
種
の
研
究
の
蓄
積
は
相
対
的
に
少
な
い
ば
か
り
か
偏
り
も
認
め
ら
れ
、
充
分
な

も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
権
力
側
の
大
規
模
な
事
業
と
し
て
作
製
さ
れ
た
も
し
く
は
そ
の
関
与
の
程
度
の
強
い
広
域
図
な
ど
や
、

当
時
の
技
響
を
対
象
と
し
た
研
究
の
蓄
椥
に
比
べ
る
と
・
在
地
に
お
い
て
作
製
さ
れ
た
小
地
域
の
絵
図
に
つ
い
て
は
・
籍
の
多
さ
に
反
し

て
議
論
が
乏
し
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
今
後
、
近
世
絵
図
を
対
象
と
し
た
議
論
を
さ
ら
に
展
開
す
る
う
え
に
お
い
て
は
、
よ
り
多
く
の
事
例

を
通
じ
て
在
地
社
会
ま
で
含
め
た
絵
図
作
製
技
術
、
つ
ま
り
地
図
測
量
や
作
図
技
術
の
実
態
や
そ
の
広
が
り
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
を
充
実
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
地
図
測
量
技
術
の
検
証
は
、
近
世
村
の
経
営
全
般
に
関
わ
る
測
量
技
術
、
例
え
ば
検
地
や
土
木
工
事

な
ど
の
技
術
的
側
面
を
理
解
す
る
一
助
に
な
る
も
の
と
も
考
え
て
い
る
。

　
本
稿
に
お
い
て
対
象
と
し
た
近
世
難
論
絵
図
と
は
、
山
野
の
境
界
や
利
用
を
巡
り
争
わ
れ
た
論
所
の
訴
訟
過
程
で
作
製
さ
れ
た
地
図
を
指
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

立
所
裁
判
に
お
け
る
訴
訟
過
程
の
各
段
階
に
は
、
論
所
を
描
く
絵
図
の
作
製
や
手
交
が
制
度
と
し
て
設
定
さ
れ
、
絵
図
を
争
論
に
お
け
る
有
力

な
証
拠
資
料
と
位
置
付
け
て
い
た
。
今
圓
検
討
し
た
地
域
の
周
辺
に
お
け
る
山
回
絵
図
の
中
に
は
、
近
世
中
期
以
降
に
な
る
と
明
確
に
測
量
の

実
施
を
示
す
表
現
形
式
や
言
葉
を
持
つ
事
例
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
享
保
五
（
一
七
二
〇
）
年
六
月
遅
在
地
よ
り
提
出
さ
れ

た
立
会
絵
図
を
用
い
翌
年
六
月
に
大
坂
代
官
鈴
木
九
太
夫
が
裁
許
（
裏
書
）
絵
図
と
し
て
手
交
し
た
「
南
田
原
村
・
北
田
原
村
山
論
裁
許
絵

③図
」
は
、
立
会
絵
図
の
裏
書
文
中
に
「
町
見
縄
引
絵
面
」
と
測
量
の
実
施
を
記
し
、
作
製
し
た
絵
図
の
正
確
さ
を
そ
の
技
術
的
背
景
よ
り
明
示

し
て
い
る
。
そ
し
て
論
山
周
囲
や
境
界
筋
を
対
象
に
距
離
と
方
位
の
測
量
（
盤
針
術
）
を
行
っ
た
結
果
、
こ
の
絵
図
の
山
地
表
現
は
、
仰
見
図

的
な
形
式
で
は
な
く
、
平
面
図
的
な
投
影
図
法
と
し
て
尾
根
や
谷
筋
を
段
彩
式
的
に
色
分
け
す
る
形
式
を
表
す
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

特
徴
を
持
つ
法
論
絵
図
は
、
作
製
段
階
で
幕
府
な
ど
公
儀
権
力
と
の
関
係
の
強
い
も
の
に
多
く
、
測
量
技
術
を
背
景
と
し
た
境
界
を
巡
る
論
所
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「復元」された測一量と近世：山州絵図（鳴海）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

裁
判
と
そ
の
図
化
を
通
じ
て
、
測
量
行
為
の
政
治
性
と
い
う
側
面
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
性
質
上
、
山
論
絵
図
は
、
数
多
い
村
絵
図
類
の

中
で
も
高
度
な
作
製
技
術
が
要
求
さ
れ
た
部
類
の
図
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
付
帯
す
る
文
献
資
料
の
多
さ
と
と
も
に
、
在
地
に
お
け
る
地
図

測
量
技
術
の
蓄
積
を
理
解
す
る
う
え
に
お
い
て
有
効
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
認
識
か
ら
、
著
者
は
先
に
近
世
中
期
の
北
摂
山
地
南
麓
に
お
け
る
山
論
絵
図
を
対
象
に
、
測
量
帳
な
ど
の
文
書
史
料
を
参
照
し
、
小
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

域
の
絵
図
作
製
技
術
に
上
る
測
量
技
術
の
検
討
を
試
み
た
。
そ
し
て
、
そ
の
測
量
技
術
は
当
時
「
廻
り
検
地
」
法
と
称
さ
れ
る
検
地
技
術
で
あ

っ
た
こ
と
、
「
小
丸
」
と
呼
ば
れ
る
磁
石
方
位
盤
を
用
い
て
方
位
角
度
を
測
り
、
距
離
数
や
傾
斜
角
度
も
計
測
し
て
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
な
ど

を
も
と
に
山
地
に
お
け
る
絵
図
を
作
製
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
た
だ
し
、
そ
の
議
論
は
技
術
的
な
内
容
に
限
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
測
量
の
当
事
者
は
誰
な
の
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
作
業
が
実
施
さ
れ
た
の
か
な
ど
、
具
体
的
な
地
図
測
量
の
作
業
過
程
や
内
容
を
検

討
で
き
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
先
の
議
論
の
不
足
を
補
う
た
め
本
稿
で
は
、
近
世
中
期
の
山
野
争
論
の
際
に
作
製
さ
れ
た
立
会
絵
図
と
付
帯
す
る
測

量
帳
や
日
記
を
対
象
と
し
て
、
測
量
行
為
の
実
態
の
復
元
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
。
そ
れ
は
、
当
事
例
に
お
け
る
絵
図
作
製
技
術
を
復
元
す
る

と
と
も
に
、
そ
れ
に
関
与
し
た
人
々
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
立
会
絵
図
の
作
製
に
お
い
て
、
測
量
作
業
に

関
わ
る
人
を
通
し
て
そ
の
行
為
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
は
、
近
世
在
地
社
会
に
お
け
る
技
術
や
知
識
の
蓄
積
を
明
ら
か
に
す
る
の
み
な
ら

ず
、
絵
図
作
製
者
の
対
象
へ
の
意
識
や
見
方
の
一
端
を
示
す
こ
と
に
も
な
る
。
こ
う
し
た
視
角
か
ら
の
議
論
は
、
主
題
図
と
し
て
の
博
論
絵
図

を
作
製
す
る
う
え
で
、
何
を
測
量
の
対
象
と
し
、
そ
の
た
め
に
誰
が
ど
の
よ
う
な
技
術
を
用
い
て
測
量
す
る
の
か
、
つ
ま
り
強
調
と
省
略
と
い

う
多
様
な
描
写
対
象
の
選
択
の
基
準
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
当
時
の
技
術
的
限
界
を
指
摘
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

2

対
象
地
域
の
概
観
お
よ
び
凶
論
の
経
緯

今
回
検
討
す
る
地
域
は
、
大
阪
府
池
田
市
の
う
ち
、
箕
面
市
に
隣
接
し
た
市
域
東
側
の
畑
地
区
を
対
象
と
す
る
。
総
掛
と
な
る
字
本
庄
裏
山

，
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（
以
下
裏
山
）
と
、
そ
の
南
方
の
同
前
山
（
以
下
前
山
、
両
山
を
指
す
場
合
は
本
庄
山
）
は
北
摂
山
地
に
連
な
る
五
月
山
の
東
方
に
位
置
し
、
近
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

初
期
よ
り
畑
村
（
摂
津
国
豊
嶋
郡
麻
田
藩
領
）
を
山
元
と
し
て
周
辺
憎
々
が
山
野
資
源
（
松
木
柴
草
）
を
入
会
利
用
す
る
山
で
あ
っ
た
。
こ
の
裏
山

で
は
、
延
宝
六
（
一
六
七
八
）
年
三
月
十
一
日
に
尼
崎
藩
主
青
由
氏
の
担
当
の
も
と
検
地
が
実
施
さ
れ
、
前
山
と
と
も
に
畑
村
山
野
は
高
外
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
税
の
対
象
地
で
あ
る
小
物
成
所
と
し
て
代
官
支
配
地
に
編
入
さ
れ
た
。
そ
の
検
地
帳
に
よ
る
と
、
裏
山
は
＝
一
四
町
八
反
三
畝
十
歩
の
芝
山

（
一
〇
七
〇
×
三
五
〇
間
・
年
貢
定
米
三
石
）
、
前
山
は
八
町
六
反
三
畝
十
歩
の
柴
由
（
三
七
〇
×
七
〇
間
・
年
貢
定
米
一
石
三
斗
）
と
地
目
を
区
別
し

表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
前
山
は
畑
村
の
内
林
（
松
林
や
松
山
と
表
記
）
で
あ
る
と
と
も
に
、
一
部
を
複
数
村
の
林
野
資
源
（
松
木
・
下
草
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

利
用
に
提
供
し
て
お
り
、
そ
の
利
用
を
巡
っ
て
元
禄
年
闘
に
争
論
が
発
生
し
た
。

　
一
方
、
裏
山
で
は
近
世
中
期
の
度
重
な
る
用
益
権
争
い
を
通
じ
、
山
野
資
源
の
利
用
が
次
第
に
規
定
さ
れ
て
い
く
。
享
保
年
間
に
東
方
の
牧

（
落
）
村
（
摂
津
国
豊
嶋
郡
旗
本
青
木
氏
知
行
）
の
者
が
裏
山
内
の
新
開
（
七
町
歩
）
を
幕
府
巡
見
使
へ
願
い
許
可
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
畑
村
は

同
様
の
願
い
を
出
し
、
そ
の
ほ
か
墨
黒
を
入
会
利
用
す
る
密
々
も
用
益
（
芝
草
の
下
刈
り
な
ど
）
の
減
少
を
恐
れ
反
対
し
た
。
結
局
こ
の
地
の
開

発
は
失
敗
し
、
享
保
十
六
（
一
七
三
一
）
年
に
豊
田
村
（
摂
津
国
豊
嶋
郡
幕
府
領
）
と
尊
富
村
（
同
国
同
郡
旗
本
渡
辺
三
氏
知
行
）
へ
「
芝
山
」
の
宛

山
と
し
て
譲
渡
、
そ
の
年
貢
米
（
一
斗
六
升
八
合
目
を
漁
村
が
引
き
継
い
だ
。
一
方
畑
村
内
で
は
、
本
庄
山
の
利
用
に
際
し
て
山
株
を
設
定
し
、

山
野
資
源
の
管
理
強
化
を
試
み
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
・
宝
暦
十
～
（
一
七
六
一
）
年
と
本
庄
山
に
お
け

る
年
貢
定
米
の
増
石
が
決
定
さ
れ
、
そ
れ
は
芝
山
と
さ
れ
た
裏
山
の
林
地
化
（
小
松
・
松
木
山
一
一
三
町
歩
）
を
主
な
要
因
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

宝
暦
期
の
年
貢
増
尾
は
、
京
都
代
官
（
小
堀
数
馬
）
の
小
物
成
地
巡
見
に
よ
る
も
の
で
、
巡
見
に
際
し
畑
村
よ
り
京
都
代
官
所
へ
宝
暦
九
（
一
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

五
九
）
年
囚
月
に
絵
図
（
以
下
宝
暦
図
）
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
巡
見
時
に
は
、
京
都
代
官
所
の
役
人
ら
も
本
庄
山
の
絵
図
（
以
下
明
和

⑩図
）
を
作
製
し
て
お
り
、
そ
の
控
が
明
和
三
（
一
七
六
六
）
年
八
月
に
畑
村
へ
手
交
さ
れ
た
。

　
今
回
検
討
す
る
争
論
は
、
小
物
成
地
で
あ
る
裏
山
の
松
木
伐
採
を
巡
り
畑
村
と
賀
田
・
尊
鉢
村
が
天
明
二
（
一
七
八
工
）
年
頃
か
ら
対
立
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

翌
年
二
月
五
口
の
才
田
・
尊
鉢
村
（
訴
訟
方
〉
に
よ
る
大
坂
町
奉
行
へ
の
提
訴
を
受
け
て
手
管
に
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
論
点
の
～
つ
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「復元」された測量と近世山論絵図（lll著海）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

は
、
前
山
と
裏
山
と
の
境
界
筋
の
認
識
の
相
違
に
よ
る
も
の
で
、
相
手
方
の
畑
村
は
訴
訟
方
の
主
張
よ
り
北
部
に
境
界
筋
が
位
置
す
る
と
理
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

し
て
い
た
。
そ
し
て
、
大
坂
町
奉
行
所
で
論
所
を
対
象
と
し
た
立
会
絵
図
の
提
出
が
指
示
さ
れ
、
両
者
で
立
会
絵
図
（
以
下
天
明
図
）
を
作
製

す
る
こ
と
と
な
り
、
天
明
七
（
一
七
八
七
）
年
十
二
月
十
一
日
に
完
成
し
提
出
し
た
。
山
論
の
解
決
は
、
勘
定
奉
行
支
配
普
請
役
秋
月
嘉
一
郎

の
小
物
成
地
巡
見
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
遅
れ
る
も
の
の
、
双
方
の
吟
味
や
現
地
調
査
を
経
て
、
提
訴
か
ら
九
年
目
の
寛
政
四
（
一
七
九
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

年
六
月
に
内
済
を
も
っ
て
成
立
し
た
。
そ
の
際
、
大
坂
城
代
や
大
坂
町
奉
行
に
願
い
手
交
さ
れ
た
絵
図
（
以
下
寛
政
図
）
を
用
い
内
済
証
文
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

作
製
し
て
い
る
。
こ
の
寛
政
図
は
、
裏
書
に
記
さ
れ
た
作
製
の
経
緯
な
ど
か
ら
、
裁
許
絵
図
で
は
な
く
検
使
に
よ
り
作
製
さ
れ
た
分
検
絵
図
の

形
式
に
近
い
図
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
図
面
の
余
白
に
「
笹
色
双
方
申
口
本
庄
前
山
同
裏
山
境
目
」
と
す
る
色
分
凡
例
を
配
し
、

訴
訟
方
と
相
手
方
の
・
手
張
す
る
境
界
筋
の
何
れ
も
を
描
く
こ
と
に
も
示
さ
れ
る
。
和
談
の
内
容
を
み
て
み
る
と
、
ま
ず
前
山
と
裏
山
の
境
界
筋

に
つ
い
て
は
、
寛
政
図
の
図
面
に
双
方
の
境
界
層
を
描
く
が
、
両
山
の
塗
り
分
け
ら
れ
た
内
容
か
ら
判
断
し
て
畑
村
側
の
主
張
を
採
用
し
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
裏
山
の
う
ち
薪
開
地
割
町
歩
に
続
く
北
東
南
側
の
芝
山
（
九
町
歩
程
）
は
富
田
・
尊
鉢
村
、
松
木
の
生
え
る
地
域
は

畑
村
の
利
用
地
と
し
、
こ
の
ほ
か
八
ヶ
村
の
入
会
利
用
も
存
続
さ
せ
る
な
ど
、
和
談
の
内
容
は
争
論
に
関
与
し
た
村
々
の
用
益
を
そ
れ
ぞ
れ

確
保
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
山
の
管
理
に
つ
い
て
も
、
境
目
道
や
境
界
杭
の
設
置
、
利
用
法
な
ど
を
細
か
く
設
定
し
た
。
そ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

の
位
遣
関
係
は
、
付
帯
す
る
文
献
資
料
と
と
も
に
、
寛
政
図
に
明
示
す
る
こ
と
に
よ
り
共
通
の
認
識
を
形
成
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
て
い

る
。

①
例
え
ば
、
安
里
進
「
近
世
琉
球
の
地
図
製
作
と
戦
前
作
製
の
琉
球
諸
島
地
形

　
園
」
（
隅
大
正
・
昭
和
　
琉
球
諸
島
地
形
図
集
成
隔
解
題
、
｝
九
九
九
）
三
五
～
四

　
七
頁
。
小
林
茂
・
佐
伯
弘
次
・
磯
望
・
下
山
正
一
「
福
岡
藩
の
元
禄
期
絵
図
の
作

　
製
方
法
と
精
度
」
（
小
林
茂
・
礒
望
・
佐
伯
弘
次
・
高
倉
洋
彰
編
『
福
岡
平
野
の

　
古
環
境
と
遺
跡
立
地
－
環
境
と
し
て
の
遺
跡
と
の
共
存
の
た
め
に
一
』
九
州

　
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
）
二
五
九
～
二
七
閣
頁
。
木
全
敬
蔵
「
江
戸
初
期
の
紅

毛
｝
侃
洲
胃
烈
術
」
抽
娼
麟
ご
エ
ハ
…
閲
囲
、
　
一
九
九
八
、
　
一
五
～
二
…
一
一
百
ハ
。
木
ム
出
敬
碗
威
門
愛

媛
県
松
野
町
に
伝
わ
る
十
七
世
紀
作
成
の
地
形
模
型
に
つ
い
て
偏
地
図
三
一
i
｝
、

一
九
九
三
、
二
七
～
三
三
頁
。
川
村
博
忠
『
近
世
絵
図
と
測
量
術
撫
古
今
書
院
、

…
九
九
二
、
三
〇
六
頁
。
深
井
甚
三
隅
図
翁
遠
近
道
印
元
禄
の
絵
地
図
作
者
臨

桂
書
房
、
一
九
九
〇
、
三
一
三
頁
。
出
田
叔
子
「
姫
路
市
熊
谷
家
文
書
門
國
圓
要

録
全
」
一
寛
文
盲
年
上
島
国
絵
図
作
製
覚
帳
一
扁
双
文
七
、
一
九
九
〇
、
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四
七
～
九
六
頁
。
高
樹
文
庫
研
究
会
噸
ト
ヨ
タ
財
団
助
成
研
究
報
告
書
石
黒
信

　
由
遺
品
等
高
樹
文
庫
資
料
の
総
合
的
研
究
一
江
戸
時
代
末
期
の
郷
紳
の
学
問
と

　
技
術
の
文
化
的
祉
会
的
意
義
一
第
二
輯
臨
高
樹
文
庫
研
究
会
、
【
九
八
四
、
｝

　
八
二
頁
。
矢
守
一
彦
「
江
戸
前
期
測
量
術
史
論
記
」
日
本
学
報
三
、
～
九
八
四
、

　
一
～
三
五
頁
。
保
柳
睦
美
編
著
噸
伊
能
忠
敬
の
科
学
的
業
績
－
日
本
地
図
作
製

　
の
近
代
化
へ
の
道
一
〔
改
訂
版
〕
臨
古
今
書
院
、
一
九
八
○
（
初
版
一
九
七
四
）
、

　
五
一
一
頁
。
松
崎
利
雄
『
江
戸
影
藤
の
測
量
工
臨
総
合
科
学
出
版
、
一
九
七
九
、

　
三
二
四
＋
．
町
頁
。
矢
守
一
彦
翼
御
次
御
用
金
沢
十
九
枚
働
絵
図
撫
と
そ
の
作
製

　
過
程
に
つ
い
て
」
人
文
地
理
三
一
1
　
、
　
九
七
九
、
七
七
～
八
八
頁
。
℃
芭
帯

　
○
■
し
d
門
。
芝
p
、
＞
O
器
Φ
o
｛
．
、
司
巴
巴
．
．
↓
Φ
o
ぎ
。
一
〇
讐
早
欝
ψ
h
①
H
l
ぴ
蝉
巳
ω
葺
－

　
＜
塁
↓
r
。
o
ぎ
。
一
〇
σ
Q
翼
ぎ
国
鼠
《
竃
。
節
季
土
壁
き
i
、
曽
砺
§
蕊
韓
ぎ
。
ξ
冨
、
象
㍗

　
ミ
翁
畿
（
累
餌
門
畠
一
8
G
。
）
も
や
。
。
ω
め
呼

②
鳴
海
邦
埋
門
近
世
山
論
難
園
の
定
義
と
分
類
試
論
一
北
鷺
山
碧
南
麓
地
域
を

　
事
例
と
し
て
一
」
歴
史
地
理
学
四
四
－
三
、
二
〇
〇
二
、
　
～
～
二
頁
。

③
南
田
原
自
治
会
（
兵
庫
県
塀
辺
郷
郡
名
川
町
）
文
書
噸
爾
田
原
村
・
北
田
原
村

　
由
撚
醐
裁
許
姶
肱
図
扇
、
｛
皐
保
六
濫
＋
六
月
、
同
曲
威
。

④
例
え
ば
、
J
・
B
・
ハ
ー
リ
…
「
地
図
と
知
識
、
そ
し
て
権
力
」
（
D
・
コ
ス

　
ゴ
ロ
ー
ブ
、
S
・
ダ
ニ
エ
ル
共
編
、
千
田
稔
・
内
田
忠
賢
監
訳
噸
風
景
の
図
像

　
学
』
地
人
書
房
、
…
一
〇
〇
一
）
三
九
五
～
四
一
～
頁
。
横
山
伊
徳
「
一
九
世
紀
日

　
本
近
海
測
量
に
つ
い
て
」
（
黒
田
日
出
男
、
M
・
E
・
ベ
リ
、
杉
本
史
子
編
『
地

　
図
と
絵
図
の
政
治
文
化
史
臨
東
京
大
学
塁
塞
会
、
二
〇
〇
一
）
二
六
九
～
三
四
四

　
頁
。
U
’
じ
d
巳
ω
ω
Φ
曇
Φ
山
」
沁
舅
郎
卜
養
Q
題
、
§
ミ
鳴
ミ
§
＝
嵩
§
O
ミ
§
～
蹴

　
さ
起
き
、
蓼
．
8
訂
¢
叩
く
Φ
邑
曙
。
団
O
聞
雷
α
q
o
甲
①
ψ
。
・
し
り
り
ρ
一
。
。
膳
や
U
’
し
u
β
7

　
ω
Φ
掃
斤
①
9
ミ
Q
§
沁
§
嚢
甦
い
工
己
§
題
、
§
馬
寧
ミ
謎
§
亀
駄

　
9
誌
馨
§
電
ミ
匙
§
ミ
駄
9
§
謡
ミ
§
㌧
曹
肉
ミ
膏
§
寒
ミ
肉
ミ
息
鮮
日
げ
Φ

　
¢
託
く
①
邑
受
。
臨
○
窪
鍵
α
q
o
勺
目
0
5
。
P
一
〇
露
曽
一
Q
。
り
℃
・

⑤
鳴
海
邦
疎
開
近
世
山
論
絵
図
と
廻
り
検
地
法
一
北
摂
山
地
南
麓
に
お
け
る
事

　
例
を
中
心
に
i
」
入
文
地
理
五
～
1
六
、
｝
九
九
九
、
～
九
～
閥
○
頁
。

⑥
池
田
市
史
編
集
委
員
会
編
『
新
修
池
田
市
史
第
二
巻
近
世
編
臨
池
田
市
、
一

　
九
九
九
、
七
一
二
九
＋
二
四
頁
。
以
後
も
同
書
を
参
照
し
た
。
ぽ
か
に
、
奥
村
家

　
（
畑
地
区
）
文
書
『
山
無
口
書
留
臨
、
天
明
九
（
｝
七
八
九
）
年
二
月
十
九
日
、

　
池
田
市
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
（
以
下
略
）
。
同
『
山
痛
心
済
為
取
替
謹
文
之
写
臨
、

　
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
六
月
。
岸
本
家
（
畑
地
区
）
文
書
阿
山
論
書
物
』
、
年

　
欠
、
詞
蔵
。
な
お
、
畑
村
集
落
は
本
庄
山
南
方
に
位
置
し
て
い
た
。

⑦
奥
村
家
文
書
『
摂
州
豊
嶋
郡
畑
村
開
方
井
御
小
物
成
所
検
地
帖
輪
、
延
宝
六
年

　
三
月
十
一
日
。

⑧
岸
本
家
文
書
『
取
替
シ
申
一
札
誓
事
』
、
元
禄
五
（
｝
六
為
｝
）
年
六
月
三
日
、

　
同
蔵
。

⑨
西
畑
町
内
会
（
畑
地
区
）
管
理
文
書
『
（
畑
村
本
庄
山
小
物
成
絵
図
）
腕
、
宝
暦

　
九
年
四
月
、
同
蔵
。

⑩
岸
本
家
文
書
『
摂
州
国
豊
嶋
郡
畑
村
御
小
物
戒
場
絵
図
幅
、
明
和
三
年
八
月
、

　
同
蔵
。

⑪
奥
村
家
文
書
糊
二
野
御
訴
訟
同
返
答
』
、
天
明
三
（
一
七
△
二
）
年
二
月
。
な

　
お
、
才
田
・
尊
蟹
田
は
畑
村
の
南
爾
西
方
向
に
位
置
し
て
い
た
。

⑫
前
山
と
裏
山
の
境
界
に
つ
い
て
、
訴
訟
方
は
門
本
庄
前
山
同
裏
撫
至
境
東
手
而

　
豊
里
ざ
ん
が
い
裏
谷
中
程
登
ハ
字
鳩
ヶ
頭
西
手
二
而
ハ
字
本
庄
塚
と
申
谷
間
迄
一

　
円
裏
山
と
桐
心
得
候
」
、
相
手
方
は
「
東
手
者
字
東
八
ヶ
圖
木
中
程
二
而
ハ
字
見

　
返
し
谷
西
手
二
彌
者
字
解
ッ
石
と
出
処
迄
見
返
し
北
手
者
山
を
裏
山
と
相
心
得

　
候
偏
と
そ
れ
ぞ
れ
認
識
し
て
い
た
。
前
掲
⑥
『
山
論
下
済
為
取
替
謹
文
之
写
』
よ

　
り
。

⑬
岸
本
家
文
書
欄
（
字
本
庄
裏
山
幕
営
立
会
絵
図
）
輪
、
天
明
七
年
十
二
月
、
同
蔵
。

⑭
西
畑
町
内
会
管
理
文
強
目
（
本
庄
山
語
論
和
談
賦
質
絵
図
）
』
、
寛
政
四
年
六
月
、
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同
蔵
。
こ
の
他
、
小
山
家
文
書
お
よ
び
東
畑
実
行
組
合
文
書
中
に
も
同
様
の
絵
図

　
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑮
前
掲
⑭
の
ほ
か
、
奥
村
家
文
書
『
差
上
申
悪
口
是
政
』
、
寛
政
四
年
六
月
十
七

　
日
。

⑯
奥
村
家
文
書
『
才
田
尊
鉢
為
取
替
謹
文
之
写
』
、
寛
政
十
（
一
七
九
八
）

　
月
。
小
山
泰
夫
家
文
書
『
為
取
替
一
札
思
事
』
、
同
、
同
蔵
な
ど
。

年
四

二
　
対
象
と
す
る
資
料
の
概
要

－
　
　
日

記

「復元」された測量と近世山論絵図（鳴海）

本
山
論
に
関
連
す
る
日
記
と
し
て
、

『
国
論
掛
合
覚
日
記
』
〔
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
〕
と
『
前
論
一
件
之
日
記
』
〔
天
明
四
（
一
七
八
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
〕
（
以
下
日
記
）
の
二
点
が
認
め
ら
れ
る
。
何
れ
も
畑
村
側
（
西
畑
村

図1　天明三年『壱番　審検間数日記』より三
　　丁裏、奥村家文書

　注）天明4年2月7日に実施した石澄川筋の
　　測量の終了と、天明3年9月23日に実施し
　　た前山南端部の測量の開始した区間を記す。

　　割判の左には「是珍才田尊鉢有姿付紙致ス

　　縄引」と記し、そこから「西6／壱ばん／
　　一、拾六間／西池田山境目6西福庵臨画角
　　迄」と1番以下の測量データを表記する。

　　この区間は、才田・尊鉢村による測量の実

　　施と図化の要求に対して、大坂町奉行所で

　　の審議を受け、絵図に描かず「付紙」とす

　　ることが決定されている。

年
寄
新
兵
衛
の
執
筆
か
）
の
作
成
し
た
日
記
帳
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
関
係

地
域
内
で
ほ
か
に
同
種
の
資
料
は
確
認
さ
れ
な
い
。
資
料
形
態
は
横
帳

で
、
紙
こ
よ
り
で
綴
じ
ら
れ
る
。
そ
の
記
載
内
容
は
事
柄
の
み
を
淡
々

と
記
す
も
の
で
、
他
村
も
含
め
た
関
係
者
名
も
数
多
く
列
記
す
る
こ
と

か
ら
、
日
記
の
内
容
は
事
実
に
即
す
と
判
断
で
き
る
。
そ
の
内
容
は
、

畑
村
と
悪
態
・
衣
鉢
村
に
よ
る
争
論
の
調
整
内
容
、
訴
訟
過
程
に
お
け

る
幕
府
や
領
主
役
人
と
の
交
渉
や
周
辺
地
域
と
の
関
わ
り
な
ど
、
畑
村

役
人
の
動
向
を
中
心
に
山
岨
を
巡
る
日
々
の
出
来
事
を
主
に
記
す
ほ
か
、

立
会
絵
図
作
製
に
関
す
る
測
量
の
経
緯
や
絵
師
の
雇
用
に
つ
い
て
も
記

述
さ
れ
る
。
そ
し
て
記
載
す
る
期
間
は
、
天
明
三
年
一
月
二
十
日
か
ら
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表1　本庄山測量データ表

年 月日 測　　量　　箇　　所 測　　量　　経　　路　　　　　　　　　　　測量距離 測点　距離平均（小一大） 資料

瀬礼道筋を羅方へ（①願礼道筋筋石積川6’西行，
B順礼道東西）。

黒住測距僑国詰（1）～大谷川石橋棄詰～池田境堀切川（2）。 626問（三138m） 15点 44．7問（20～50問） ①／③

8／24 北方の本庄前山南西相方へ（①規適帰リを行上
求C②調由谷6㌧ヒへ行，③西側大通リ・前ill間
ｪ）。

瀬二道ヲ池田境堀切川（2）～谷端ヲ山裾～調由谷筋凹凹西
ｴ冷東へ山際へすじかい，市郎兵衛山裾廻リ西へ（3）。

289。4問（526m） 13点 24，1問（11－84間）
①②／

B天
　
　
明
　
　
三
　
　
年

8／25 本庄裏山西撰詩界筋を北方へ（③裏山聖恩）。

大津わ山南原束ノ角θ西へ行才田葱鉢之裏由目印ノ松（3＞～高山道～中繰大谷南原ノ上ノ三ツ石～寒風道噛し松木山

随鼡ｫ目～七町歩新開ノ西定杭（4）。
1016間（正847m） 33点 3ユ．8問（4～56問）

②／③

8／26
本蓬裏山西劉境界筋を北方へ，本庄裏・箕面・
k並製三ツ境目迄。

七町歩新開ノ西定紋（4）一毅開ノ（北）定杭～三ッ合と
ｪり貼付（5）。

1002間（1821m） 27点 38．5琴罪（16－52問）

9／22
石上II鵬を北方へ（①石積順裕吐血杭6噺川筋を
s，③東健大通リ・無礼6’石住II汐北へ上ル）。

川中ヲ土橋ノ北（1）～新管領掛道（7）o 198問（360m） 14点 15．2問（7．5～2婆間）

9／23
本庄前史裾の御料私領境付近を東方へ（①長田
u鉢有姿付紙致ス縄引，③前山裾通り）。

前池田山境目（6）～颪複庵地來角～大谷川ノ中一天神前山
ｹ～吉祥庵ノ裏ノ罵手一山下山敷撫ノ前原角一右橋一ノ井
o（8）。

ユ072問（1949m） 76点 14．3問（3～38問）

①／③

2／7
本庄前i1い裏山東側境界石澄川筋を北方へ（②一ノ娼6輿へ行，③右之川筋）。 薪稲領掛道（7）～一ノ井出（8）～11．1道川筋北へ～一ノたき～三ノ瀧所才田尊鉢三絃見覚（新稲三ッ石）一三ノ瀧（9）。

428問（778m） 22点 20．4間（4－47間）
①②／

B
2／8 本庄裏山來測境界石澄川筋を北方へ。

三ノ瀧ノ樹（9）～（畑村）見通し～底池ノ來際（みろく池
m下）（10）。

3G7間（558m） 17点 19，2間（5～43問）

2／26
本建裏山來側境界筋を北方へ（②池ノ東帰リへ
繝求C③みろく池ノ東原6『北へ上ル）。

（10）心臓ノ巌東ノ蟻ノ藤谷一ばんノ杭（四嶋山境目杭）～
V1也ノ糸島～窪寡面LLi境三三ツ合（5）o

886聞（1611m） 27点 34．1間（7－52問）

3／23
訴訟方の主張する本庄前山・目脂1．Li境界筋を東
福ﾖ（②才田野鉢手印藩大津わ6藻へ行，③西
ｨ村’θ山踏ヲ大倒輪由之印木6束へ狩出ル）。

大灘わ束ノす（3）～本荘塚山原～宮山へ見通しはえきわ～
ｵケ頭無道（ID。

252鵜（460m） ユ1点 25．3間（4－75琴ll＞

天
　
　
　
明
　
　
　
四
　
　
　
年

3／24 3／23の続き，境界筋を東方へ。 嬬ケ頭綜道（ll）一黒岩ノ谷川～千之瀧（12）。 394聞（716m） 32点 12．7溺（4－IGO間）

3／24の続き，測量の改め（③改）。 （12）～たぬき穴谷川（13）。 180間（327m） 5点 45問（6～ユ05問）
②／③

3／25 薦谷掛筋を北方へ（②西谷川筋眠谷池迄行，③
y窯一番）。

市右衛門谷ヲ北（14）一才田図鉢ノ見通シニ当ル留ノ堤へ川
㊨z道渡所（是三論所）～奥ノ畑渡所（17）。

227問（413m） 14点 17．5間（5～30問）

3／28
相手方の主張する本庄荊・裏山境界筋を東方へ
i②葱三ツ石6・是6・畑村見通し，③畑村見極
ｫ冒）。

西ノ三ッ石（15）～來藤八松～高山道～本庄離猿～東ノ峠ノ
纈r（16）。

592．5間（10771n） 19点 32．9問（8～ユ05問）

3／28の続き，境界筋を東方へ石澄川迄。 （ユ6）～舞芝藤ノ、ケ柔公～廃導【1（！9）o 133聞（242凱） 15点 9．5翠ll（2～2醐）
4／1

3／25の続き，西谷川筋を北方へ。 奥ノ畑1渡所（17）一眠谷池樋落（三8）。 103間（187m） 11点 ユ0．3問（3－22間）

三／23
本庄裏山を西側境界筋より輿東へ東側境界筋ま
ﾅ（③横縄一番）。

七町歩南ノ杭筋目道（4）一是迄草場～みろく池ノ堤共東ノ
?ケ（1G）。

333問（605in） 12点 3G．3問（9～61間）
天
明
五
年 2／7

本庄萌山・同裏由内を山裾より北方へ（③たつ
齊l番）。

東峠ノ道筋ヲ束畑村土乎打上ル圧するへの池（20）～谷liト
V四一坦坦見通～是6ぜんかいノ裏通ヲ行一凹凹松ノ下東
ｼへ小道ノ辻（21）。

470問（854m） 3王点 15，7問（6～39間）

③

（
尊
O
）

N
寸



（
幾
望
）
［
凶
灘
確
嘔
「
コ
出
｝
票
刃
漏
畷
悪
僻
製
↓
咽
駒
　
「
ぼ
溜
艶
」

2／13
本庄裏山を西側境界筋より真東へ東側境界筋ま
ﾅ（③横割二番〉。

七町歩北ノ定杭（22）呑百十四間南二而山道θ打～中池ノ中
�s23）。

359問（653［n） 20点 18、9間（6～41問）

2／14
本庄裏山・同前illを西側境界筋より南方の山裾へ（③たつ縄二番）。

高山道ト峠道ノ出合ノ辻（24）～畑村見通し松～騨松～養母
ｩ通し松（鳩ヶ頭）～天神（25）前土手迄北池ノ端。

826問（1502m） 鉛点 18．4問（6～51問）

2／15 本庄前山西擁を北東方へ（③たつ縄三番）。 大倒輪山ノ峰（26）～丑寅ヘー二二11」道ト畦道トノ畠山（24）。 503間（914m） 6点 100，6問（36－150問）

2／23

本庄前山・同裏d．胸を由裾より北方へ（③立縄
Z番）。

西畑村西福二ノ上（27）一山道ヲ大谷ノ方へ～東西ヘノ道辻～才蓉見通しノ谷筋一大倒輪11」才埠見通し松～籠池ノ終りー上ノ土砂止メ～高由道へ出ル辻（28）。

488問（887m） 34点 14．8間（3－42間）

本庄萬山・同裏川内西部の草場周囲（③高山道
U西木部領境草場ノ囲）。

池田領髪（29）～畑村見通し松一申河原境与高山道ト出合
i30）。 37醐（680m） 15点 26．7問（8～50間）

本庄裏山の西耀境界筋を真東へ31芝側境界筋まで
i③横縄三番）、

東山伊勢講1、駅31）～三谷晦ノ谷～裾6松林是冷初メ～新池
m亥ノ方林ノ終～四二凱道（32）。

355間（645m） 15点 25，4問（6－75間）

2／24 本庄裏山内の渋谷村新点付近。 墨池ノ尻（渋谷村溜池ノ尻）（33）一中ノ袋池ノ尻θ出合溝
i34）。

95間（173m） 4点 31．7問（26～42問）

本庄裏山内新池袋池の溝を南方へ。 新池袋池ノ出合溝辻（34）～川ヲ下モへ～笠松ノ下り（35）。 271間（493m） 7点 45．2間（7～15G問）

本庄裏山の西側境界筋を真東へ東捌埋堺筋まで
i③横縄四番）。

仔ト二言簿山荘E三∫奪ノ大松（36）一鱗ミノ1圭i道幽境」亘1（37）。 265問（482m） 6点 53間（45－67問）

天
　
　
　
　
明
　
　
　
　
五
　
　
　
　
年

2／26
本庄裏山の東側境界筋を真西へ蒲側境界筋まで
i③横縄五番）。

猛1道（38）～高lli道（39）。 83問G51m） 3点 4三．5問（23－60問）
③

本庄裏il．1内の草場と林地の境筋（③当村之草場
g林ノ境目引）。

高11」道ト懸道ト幽合拳辻6十六闘南へ下り（40）一小道ヲ東ヘー孤松（41）～。

619問（1125m） 39点 16．3問（3～36問）

本庄前h・捕裏撮内を山裾より北方へ（③立縄
續ﾔ〉。

ぜんかいノ西裏見通し道6肇初メ黒岩ノ谷ヲ上ル（43）～谷
?ノ中ヲ打～草谷黒岩ノ池～土砂止メ～草谷ノ終り（44）。

478間（869m） 21点 23，9問（6～57問）

2／26の続き，草場林地境筋（③右翼続弐番）。 （41＞～新田ノ端（42付近）。 316問（574m＞ 18点 18．6朋（ア～29問）
2／27

本庄裟山内二二の周囲（③聾旺池ノ囲）。 北一帯ノ中程南北～堤ノ來西～新池ノ尻6’引池ノ水口迄
i46周囲）。

2GO間（364　n1） 5点 50問（23～100問）

本庄裏山内中日の周囲（③中池ノ認）。 水口冷西側ヲ廻りー池ノ中程｝｝芝西～中程携北（47周認）。 179問（325m＞ 4点 59．7問（26～120問）

新池袋池子への谷川筋を衛へ（③右谷規ヲ笠松
V下モ甲南へ打下リ）。

松ノ下モ（35）一西畑村土手（45）。 134隣1（244m）　　　　　　9点 16，8間（9－28間）

3／12
本庄前山・同裏山を北方へ（？）。

当世山山這ヲふじの棚（48）一長冶衛1…［簸一領境～畑村領～

ｺノ入隣垣崎～瀬里道迄皇道二三（49）。
870問（1582m） 21点 43．5問（10－59間）

3／ユ4

本庄裏lh内みろく池の周囲（③みろく池ノ廻
閨j。

堤ノ束欝～東側～北ノ端～西劉～（50周簡）。 30．燗（547淵） 13点 25．1器（8～5G問）

本庄裏山内眠り池の周懸（③ねむり池ノ廻り）。 西～北一東側～南ノ堤東西（51周囲）。　　　　　　　　　212間（385m） 8点 30．3問（9－50問）

注〉扮検問数覚日記選（①②綴ミ）および粒会絵図分画縄（③帳）より作成。「灘量箇所」のカッコ内に示された各測量区間の名称と纈ll量経路」の各地名は，灘山国の託

　載に従い表記したものである。なお，［測最経路」に示す番号は図5や本文中の番号に対応する。また，ヂ距離平均（小～大）」に示される距離のうち，前者は測量地点（灘

　点）問距離の平均値について，後者は測量地点間距離のf茂小｛直から最大値までについてをそれぞれ表わしている。

（
黙
㊤
）
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天
明
五
（
皿
七
八
五
）
年
一
月
二
十
日
の
二
年
間
と
な
っ
て
い
る
。

2

測
量
帳
（
表
1
参
照
）
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a
　
『
分
検
問
数
覚
日
記
』
（
図
1
参
照
）

　
『
分
検
問
数
覚
日
記
』
は
、
論
所
絵
図
の
作
製
の
た
め
、
野
帳
に
記
し
た
測
量
結
果
を
畑
村
側
で
編
集
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

ど
の
段
階
で
編
集
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
資
料
形
態
は
横
帳
で
紙
こ
よ
り
で
綴
じ
ら
れ
、
折
り
目
を
左
側
と
す
る
。
二
七
の
帳
簿
が
存
在
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

そ
れ
ぞ
れ
表
紙
に
「
壱
番
脇
（
以
下
①
帳
）
お
よ
び
「
弐
番
」
（
以
下
②
帳
）
と
記
し
て
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
①
帳
は
本
庄
山
と
畑
村
集
落
の

接
す
る
山
裾
付
近
の
情
報
に
つ
い
て
、
②
帳
に
は
本
庄
山
周
囲
や
境
界
筋
な
ど
山
間
部
の
情
報
を
記
し
て
い
る
。
何
れ
も
表
紙
に
天
明
三
年
卯

八
月
二
十
四
日
と
、
測
量
作
業
の
開
始
し
た
年
月
日
を
表
記
す
る
。
資
料
申
に
は
他
の
年
月
日
も
記
し
て
お
り
、
そ
れ
は
八
月
二
十
五
・
二
十

六
日
、
九
月
二
十
二
・
二
十
三
日
、
天
明
四
年
二
月
七
・
八
・
二
十
六
日
、
三
月
二
十
三
・
二
十
四
・
二
十
五
・
二
十
八
日
、
四
月
一
日
の
日

付
が
確
認
さ
れ
、
そ
れ
よ
り
計
十
三
日
間
の
測
量
結
果
を
記
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
次
は
資
料
の
記
載
形
式
や
内
容
を
み
て
み
る
。
形
式
は
行
列
配
列
、
つ
ま
り
一
つ
書
き
の
形
式
を
と
り
、
上
段
に
番
号
と
測
量
地
点
間
の
距

離
、
下
段
に
各
到
達
地
点
の
状
況
を
記
す
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
距
離
の
単
位
は
間
数
で
表
し
、
最
小
単
位
は
半
間
で
あ
る
。
ま
た
、
交
通
施

設
（
道
・
橋
）
、
生
産
施
設
（
井
手
・
溝
・
耕
作
地
・
採
草
地
・
林
地
な
ど
）
、
｛
示
教
施
設
（
寺
社
・
墓
所
）
、
居
住
施
設
、
自
然
地
形
の
ほ
か
、
境
界

杭
や
目
印
と
な
る
事
物
（
樹
木
・
石
・
瀧
な
ど
）
、
各
地
の
名
称
や
所
有
者
名
な
ど
測
量
地
域
の
状
況
も
詳
細
に
記
す
。
上
記
デ
ー
タ
は
連
続
す

る
測
量
区
間
毎
に
配
列
し
て
記
載
さ
れ
、
各
区
間
の
初
め
に
測
量
開
始
と
終
了
地
点
、
測
量
を
実
施
し
た
年
月
日
、
境
界
を
・
王
諾
す
る
側
の
村

名
な
ど
を
示
し
、
各
区
間
の
終
わ
り
に
総
間
数
を
付
記
す
る
。
こ
の
う
ち
①
②
帳
と
継
続
し
て
表
記
さ
れ
る
区
間
は
割
判
を
使
用
し
、
そ
の
接

続
を
明
示
し
て
い
る
。
②
帳
の
記
載
内
容
は
前
半
に
本
庄
山
周
囲
の
測
量
デ
ー
タ
、
後
半
に
前
山
と
裏
山
の
境
界
筋
の
測
量
デ
ー
タ
と
さ
ら
に

区
分
す
る
こ
と
が
で
き
、
特
に
後
者
の
境
界
筋
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
内
容
以
外
に
も
「
卯
二
分
」
な
ど
と
十
二
支
と
数
値
に
よ
る
方
位
角
度



の
表
記
が
一
部
確
認
さ
れ
る
。

「復元」された測量と近世山論絵図（鳴海）

　
b
　
『
立
会
絵
図
分
検
帳
』
（
図
2
参
照
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
『
立
会
絵
図
分
書
帳
』
（
以
下
③
帳
）
は
、
そ
の
記
載
さ
れ
る
内
容
か
ら
、
悪
所
の
測
量
を
実
施
す
る
際
、
東
方
に
隣
接
す
る
牧
之
庄
六
ヶ
村

が
そ
れ
に
立
ち
会
い
作
成
し
た
資
料
と
も
考
え
ら
れ
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
資
料
の
形
態
は
横
帳
で
、
紙
こ
よ
り
で
綴
じ
ら
れ
る
。
③
帳

に
は
①
②
帳
に
記
載
さ
れ
た
測
量
日
の
ほ
か
、
天
明
五
年
一
月
二
十
三
日
、
二
月
七
・
十
三
・
十
四
・
十
五
・
二
十
三
・
二
十
四
・
二
十
六
・

二
十
七
日
置
三
月
十
二
・
十
四
日
に
実
施
し
た
十
一
日
間
の
測
量
結
果
も
記
す
。
こ
れ
ら
天
明
五
年
度
の
測
量
作
業
は
、
「
横
島
」
や
「
立
縄

（
た
つ
縄
）
」
と
称
さ
れ
る
測
量
と
、
溜
池
や
畑
村
の
管
理
下
に
あ
る
区
域
（
草
地
・
林
地
）
に
関
す
る
測
量
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
料
に
記
載
さ
れ
る
形
式
は
、
上
段
に
距
離
、
下
段
に
番
号
を
記
し
、
そ

饗
歪
・
嵐
劉
暴
・
位
当
の
へ
亥
・
　
の
右
に
方
位
や
測
、
琵
占
…
の
状
況
を
示
す
形
が
と
ら
れ
、
基
本
的
な
特
徴
は

。
夢
ろ
「
盆
燃

霧
窃
6
　
歪
w
…
㍊
図2　天明三年『立会絵図分検卵』より三丁

　箕面市有文書

　注）天明3年8月25日に実施した本庄山西

　　境界筋の測量結果の一部について記3
　　「八月廿五日裏山之分」から、「才三野

　　6山道ヲ／戌亥／三十八間　一番」と1

　　以下の測量データを表記する。4番に
　　「亥ノ六分」と、1支の10等分による方

　　角度の表記が確認され、それは34S。に相

　　する（磁北0。を子O；亥10と設定）。こ

　　測量帳は、1番から戌亥（315。）の方角

　　38間（約69m）の位置に2番、2番から
　　（330。）の方角へ22問（約40皿）の位置

　　3番などと読み進むようになっている。

①
②
帳
の
内
容
に
共
通
す
る
。
し
か
し
相
違
す
る
点
も
認
め
ら
れ
、
最
も
大

き
な
違
い
は
①
②
帳
で
部
分
的
で
あ
っ
た
方
位
角
度
の
表
記
を
③
帳
で
は
大

方
の
区
間
に
記
す
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
測
量
し
た
地
域
の
状
況
に
つ
い
て
、

①
②
帳
で
は
各
施
設
の
所
有
者
と
し
て
個
人
名
を
付
記
す
る
場
合
が
多
い
の

に
対
し
、
③
帳
で
は
個
人
名
を
ほ
と
ん
ど
使
わ
ず
、
地
名
や
施
設
名
な
ど
共

有
さ
れ
た
呼
称
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
記
録
者
の
地
域
へ
の
認

識
の
相
違
を
示
す
。
こ
の
ほ
か
各
測
量
区
間
の
終
了
地
点
に
は
そ
の
総
間
数

を
記
す
と
と
も
に
、
分
課
数
と
称
し
て
総
間
数
の
千
五
百
分
の
一
の
縮
尺
値

も
付
記
さ
れ
る
。
後
述
の
よ
う
に
こ
の
縮
尺
値
は
、
天
明
図
に
お
け
る
縮
尺
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の
値
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
資
料
中
に
は
「
是
6

絵
図
二
成
ル
」
と
記
載
さ
れ
る
な
ど
、
①
②
帳
に
比
べ
て
③

帳
に
は
そ
の
後
作
製
さ
れ
る
絵
図
と
の
関
係
を
う
か
が
わ
せ

る
内
容
が
若
干
記
さ
れ
て
い
る
。

3

山
論
絵
図
（
図
3
お
よ
び
4
参
照
）

　
天
明
図
は
、
公
事
訴
訟
過
程
で
大
坂
町
奉
行
所
の
指
示
を

受
け
、
争
論
当
事
者
が
作
製
し
奉
行
所
に
提
出
し
た
立
会
絵

図
の
写
し
で
あ
る
。
そ
の
裏
書
に
は
図
の
内
容
を
保
証
す
る

文
面
と
し
て
「
摂
州
曲
豆
嶋
郡
畑
村
領
字
本
庄
裏
山
争
論
二
付

立
会
絵
図
被
為
　
仰
付
双
方
場
所
相
改
暗
転
百
間
四
寸
之
積

を
以
絵
図
仕
立
申
色
遊
論
所
双
方
申
分
有
之
卜
者
か
ふ
せ
絵

図
二
而
薄
紅
上
候
右
少
茂
相
違
無
御
座
三
二
付
双
方
裏
書
連

判
傍
如
件
／
天
明
七
年
丁
未
十
二
月
／
（
以
下
才
田
・
尊
鉢
・

畑
村
役
人
十
五
名
略
）
」
と
記
し
て
あ
る
。
こ
れ
よ
り
天
明
図

の
縮
写
は
「
分
四
百
間
四
寸
之
積
」
、
千
五
百
分
の
一
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
、
こ
れ
は
③
帳
の
分
歴
数
の
値
に
共
通
す

る
。
ま
た
、
こ
の
裏
書
に
は
立
ち
会
い
で
「
場
所
相
改
」
と

す
る
作
業
を
行
っ
た
こ
と
を
記
し
、
先
の
縮
尺
値
に
関
す
る
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記
述
も
含
め
測
量
の
実
施
を
示
し
て
い
る
。

　
天
明
図
の
主
な
描
写
対
象
は
本
庄
山
で
あ
る
。
た
だ
し
、
南
端
部
の
畑
村
と
接
し
て
い
る
山
裾
付
近
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
山
の
地
形
は
術

鰍
図
的
に
地
貌
線
を
描
き
、
複
数
の
山
の
斜
面
を
連
続
さ
せ
て
配
置
す
る
表
現
が
取
ら
れ
、
そ
の
中
を
川
筋
や
道
筋
、
溜
池
を
配
し
て
谷
や
尾

根
筋
を
位
置
付
け
て
い
る
。
仁
山
の
南
方
に
位
置
す
る
争
論
当
事
者
の
各
村
は
、
小
判
型
の
村
形
に
村
名
を
記
し
、
順
礼
道
な
ど
の
道
筋
や
川

筋
と
と
も
に
そ
の
位
置
を
示
す
。
図
面
の
余
白
に
記
さ
れ
た
色
分
凡
例
に
従
っ
て
図
は
彩
色
さ
れ
、
「
道
」
（
赤
）
、
「
論
所
松
木
山
」
（
黄
＋
樹

木
）
、
「
論
所
裏
山
し
（
黄
）
、
「
池
川
」
（
青
）
、
「
論
所
前
山
」
（
灰
）
、
「
境
目
」
（
黒
）
と
塗
り
分
け
ら
れ
る
。

　
山
内
で
最
も
多
く
描
か
れ
る
図
像
で
あ
る
樹
木
は
、
松
型
の
み
が
認
め
ら
れ
、
場
所
に
よ
り
大
き
さ
を
変
え
描
き
分
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

前
山
と
裏
山
と
の
境
界
付
近
に
は
大
型
の
樹
木
を
配
し
、
境
木
と
し
て
強
調
さ
れ
る
。
畑
村
の
内
林
と
さ
れ
、
一
部
を
他
村
の
利
用
に
供
し
て

い
た
前
山
は
、
西
側
境
界
筋
に
接
す
る
一
部
地
域
を
除
く
部
分
に
樹
木
が
疎
ら
に
描
か
れ
る
。
松
山
と
し
て
～
部
林
地
化
さ
れ
た
裏
山
は
、
色

分
凡
例
に
従
っ
て
南
東
部
に
丸
型
樹
木
を
描
き
、
そ
れ
と
西
側
の
樹
木
の
な
い
地
域
と
の
境
付
近
に
境
木
と
し
て
大
型
の
樹
木
が
配
置
さ
れ
る
。

享
保
年
間
に
才
田
・
尊
鉢
肴
の
高
山
と
さ
れ
た
芝
山
は
、
裏
山
西
部
に
「
御
請
所
七
町
歩
才
田
村
尊
皇
村
」
と
し
て
そ
の
区
画
を
明
示
し
、

そ
の
周
囲
に
は
寛
政
期
の
和
談
で
「
芝
地
」
と
記
さ
れ
た
通
り
樹
木
を
描
い
て
い
な
い
。
こ
の
ほ
か
文
字
注
記
に
つ
い
て
は
、
山
内
を
中
心
と

し
て
地
名
に
関
す
る
も
の
が
多
数
確
認
さ
れ
る
。

　
天
明
図
は
立
会
絵
図
で
あ
る
た
め
、
幾
つ
か
の
表
現
法
を
採
用
し
て
、
相
違
す
る
訴
訟
方
と
相
手
方
の
主
張
を
同
｝
画
面
上
に
示
す
工
夫
を

施
し
て
い
る
。
裏
書
に
記
さ
れ
る
か
ぶ
せ
絵
図
も
そ
の
一
つ
で
、
そ
れ
は
、
両
者
の
認
識
の
異
な
る
地
域
に
対
し
て
、
一
方
の
認
識
を
描
い
た

別
紙
を
絵
図
面
に
貼
付
す
る
表
現
法
で
あ
る
（
図
4
）
。
天
明
図
で
は
、
相
手
方
の
主
張
す
る
境
界
認
識
を
描
き
図
化
さ
れ
た
別
紙
を
絵
図
面

に
貼
付
し
、
そ
れ
に
よ
り
双
方
の
主
張
の
相
違
に
応
じ
た
二
本
の
裏
山
と
前
山
と
の
境
界
筋
を
明
示
し
て
い
る
。

①
奥
村
家
文
書

　
天
明
四
年
。

『
襲
爵
掛
合
覚
B
記
隔
、
天
明
三
年
。
同
糊
暴
論
一
件
之
日
記
蕊
、

②
奥
村
家
文
書
『
壱
番
分
検
問
数
覚
日
記
駈
、
天
明
三
年
八
月
二
十
四
日
。

③
奥
村
家
文
書
『
弐
番
分
検
閾
数
覚
日
記
蝕
、
天
明
三
年
八
旦
｝
十
四
B
。
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④
箕
面
市
有
文
書
魍
立
会
絵
図
分
検
帳
臨
、
天
明
三
年
八
月
、
同
蔵
。

⑤
摂
津
国
豊
嶋
郡
の
う
ち
、
平
尾
村
（
旗
本
青
木
氏
知
行
）
、
西
小
路
村
（
同
）
、

牧
落
村
（
同
）
、
桜
村
（
同
お
よ
び
上
総
飯
野
藩
保
科
氏
領
）
、
半
町
村
（
武
蔵
岡
部

藩
安
部
中
型
）
、
瀬
川
村
（
武
蔵
忍
藩
隣
闘
士
領
）
に
相
当
す
る
。

三
　
日
記
・
湖
量
帳
に
み
る
地
図
溺
量
の
過
程

　
こ
こ
で
は
、
ま
ず
先
述
し
た
日
記
の
記
述
に
従
い
、
本
庄
山
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
天
明
三
一
五
年
度
の
測
量
過
程
に
つ
い
て
示
し
て
い
き

た
い
。
そ
の
際
、
特
に
測
量
行
為
に
関
わ
る
表
現
に
つ
い
て
は
、
日
記
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
表
記
し
て
い
る
。
そ
れ
は
地
図
測
量
の
実
態
を
理

解
す
る
う
え
に
お
い
て
、
当
時
の
表
現
を
知
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
日
記
に
記
さ
れ
た
測
量
の
日
程
は
、
表
1
の
通
り
測
量

帳
の
記
録
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
天
明
五
年
度
の
測
蚤
に
つ
い
て
は
日
記
に
そ
の
記
載
を
欠
く
た
め
、
③
帳
の
記
述
の
み
を
参

照
し
た
。

「復元」された測量と近世山論絵図（鳴海）

1
　
測
量
作
業
の
実
施
前

　
天
明
三
年
二
月
五
日
の
大
坂
町
奉
行
へ
の
才
田
・
尊
鉢
村
の
提
訴
を
受
け
、
畑
村
は
訴
状
の
写
し
を
領
主
の
麻
田
藩
主
に
差
し
出
し
、
藩
役

人
に
よ
る
畑
村
の
作
成
し
た
返
答
書
下
書
に
関
す
る
内
容
確
認
を
経
て
、
返
答
書
を
奉
行
所
へ
提
出
し
た
。
地
方
御
役
所
（
大
坂
町
奉
行
所
）

で
の
吟
味
の
後
、
二
月
二
十
一
日
に
大
坂
町
奉
行
よ
り
立
会
絵
図
の
作
製
が
い
い
渡
さ
れ
、
村
に
戻
っ
て
「
神
文
」
を
双
方
で
実
施
す
る
こ
と
、

絵
師
選
定
後
は
絵
師
も
同
様
と
す
る
こ
と
を
指
示
さ
れ
た
。
こ
の
神
文
は
立
会
絵
図
作
製
時
に
お
け
る
不
正
行
為
の
排
除
を
目
的
に
作
成
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

る
起
請
文
を
意
味
し
、
管
轄
奉
行
か
ら
下
さ
れ
る
誓
詞
案
文
と
神
文
（
も
し
く
は
能
文
）
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
双
方
の
起
請
文
は
三
月
六

日
に
奉
行
所
へ
提
出
さ
れ
た
。

　
立
会
絵
図
の
作
製
に
向
け
て
絵
師
を
雇
う
た
め
、
畑
村
か
ら
は
庄
屋
と
年
寄
が
参
加
し
、
三
月
十
三
日
に
在
郷
町
池
田
（
摂
津
属
望
鴫
郡
幕
府

　
　
　
　
　
　
②

領
）
へ
出
向
い
た
。
十
五
日
に
絵
師
が
才
田
村
を
訪
れ
、
翌
日
に
は
双
方
で
在
郷
町
池
田
を
訪
ね
絵
師
の
神
文
を
作
成
し
た
。
こ
の
よ
う
に
日
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記
の
記
載
で
は
、
絵
師
の
選
定
に
公
儀
の
関
与
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ず
、
双
方
の
村
役
人
が
主
体
と
な
り
決
定
し
て
い
た
。
絵
師
の
起
請
文

は
十
八
口
に
奉
行
所
へ
提
出
さ
れ
、
そ
の
後
四
月
初
旬
に
か
け
て
村
役
人
や
絵
師
に
よ
り
絵
具
設
定
な
ど
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
、

世
話
人
と
し
て
在
郷
町
池
田
の
者
も
参
加
し
て
い
る
。

　
測
量
の
実
施
に
当
た
り
争
論
当
事
者
や
絵
師
は
、
立
ち
会
い
に
よ
る
現
地
見
分
や
測
量
箇
所
、
作
業
内
容
に
関
す
る
協
議
を
行
っ
た
。
ま
ず
、

四
月
七
・
八
日
に
初
め
て
双
方
と
絵
師
が
「
山
見
分
」
と
称
し
て
現
地
を
訪
れ
た
。
た
だ
し
、
降
雨
の
た
め
昼
飯
後
に
中
止
し
下
山
し
て
い
る
。

十
二
日
に
は
「
大
廻
り
見
改
」
と
記
す
現
地
調
査
を
実
施
す
る
が
、
十
三
臼
以
降
は
用
事
で
不
参
加
の
絵
師
を
除
き
同
様
の
作
業
が
実
施
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

た
。
そ
の
後
絵
師
は
二
十
三
日
ま
で
調
査
を
休
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
二
十
四
日
に
双
方
が
本
庄
山
へ
登
る
が
、
こ
の
時
も
雨
天
の
た
め
昼
飯
後

に
下
山
し
た
。
こ
の
作
業
は
恐
ら
く
二
十
七
日
に
も
実
施
す
る
が
、
意
見
の
対
立
を
生
じ
、
二
十
九
日
に
奉
行
所
へ
双
方
と
も
出
向
き
判
断
を

仰
い
で
い
る
。
そ
の
結
果
、
絵
図
作
製
の
方
針
と
し
て
宮
所
以
外
は
書
き
流
す
こ
と
、
主
張
の
相
違
す
る
地
域
は
か
ぶ
せ
絵
図
に
す
る
こ
と
が

指
示
さ
れ
た
。
先
に
天
明
図
の
特
徴
と
し
て
、
前
山
の
南
端
部
付
近
を
描
か
な
い
こ
と
や
、
か
ぶ
せ
絵
図
の
手
法
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
を
挙

げ
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
時
の
指
示
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
じ
頃
、
立
会
絵
図
が
未
完
成
の
た
め
奉
行
所
へ
の
提
出
期
限
（
「
絵
図
切
日
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
表
現
）
の
二
十
日
闇
の
延
長
を
申
請
し
て
お
り
、
以
後
こ
の
種
の
願
書
は
絵
図
提
出
ま
で
二
十
日
毎
に
繰
り
返
し
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
当
初
奉
行
所
は
二
ヶ
月
程
で
立
会
絵
図
が
完
成
す
る
と
判
断
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
八
月
五
日
に
は
双
方
が
論
山
に
登
り
、
各

自
主
張
す
る
裏
山
と
前
山
の
境
界
筋
の
見
通
し
や
印
を
立
ち
会
い
で
確
認
し
、
こ
れ
を
十
日
置
奉
行
所
へ
報
告
す
る
が
、
こ
の
時
論
所
以
外
の

測
量
作
業
の
有
無
に
つ
い
て
も
問
題
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
十
四
日
に
は
裏
山
内
の
七
町
歩
新
開
の
境
界
筋
を
確
認
し
、
翌
日
奉
行
所
へ
報
告

し
た
。
し
か
し
、
前
山
の
描
写
範
囲
に
つ
い
て
、
一
円
を
描
写
対
象
と
主
張
す
る
訴
訟
方
に
対
し
、
相
手
方
で
あ
る
畑
村
は
明
和
図
を
参
照
す

べ
き
と
主
張
し
意
見
が
対
立
し
た
。

　
そ
の
間
、
本
庄
山
の
用
益
（
柴
な
ど
）
を
巡
り
双
方
で
争
い
が
度
々
生
じ
て
い
た
。
こ
の
う
ち
前
山
で
柴
刈
り
を
し
た
畑
村
の
者
へ
の
才

田
・
尊
鉢
村
側
の
七
月
十
九
日
の
暴
力
行
為
は
、
二
十
日
に
京
都
代
官
所
、
二
十
二
日
に
大
坂
町
奉
行
所
か
ら
役
人
が
派
遣
さ
れ
現
地
を
見
分
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す
る
事
態
と
な
る
。
そ
の
一
方
で
、
他
村
の
村
役
人
を
扱
人
と
す
る
仲
裁
活
動
も
多
数
試
み
ら
れ
、
天
明
三
年
五
月
以
降
に
は
東
山
村
（
摂
津

国
豊
嶋
郡
幕
府
領
）
庄
屋
な
ど
、
測
量
開
始
後
も
瀬
川
村
（
同
忍
下
蔭
）
庄
屋
、
桜
井
谷
六
ヶ
村
（
岡
幕
府
領
お
よ
び
岡
部
藩
領
）
大
庄
屋
、
東
市
場

村
（
同
麻
田
藩
領
）
庄
屋
な
ど
が
和
解
を
目
指
し
て
仲
介
し
、
話
し
合
い
や
論
山
の
訪
問
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
現
地
で
見
分

や
扱
人
を
介
し
た
協
議
を
行
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
際
双
方
よ
り
弁
当
や
茶
、
敷
物
な
ど
が
準
備
さ
れ
た
。
何
ら
か
の
問
題
が
生
じ
た
場
合
、

す
ぐ
関
連
の
上
位
機
構
に
う
か
が
っ
て
指
示
を
受
け
て
い
る
。
日
記
だ
け
で
も
、
訴
訟
を
管
轄
す
る
大
坂
町
奉
行
所
へ
は
天
明
三
年
か
ら
の
二

年
間
ほ
ぼ
毎
月
の
よ
う
に
、
小
物
成
地
を
支
配
す
る
京
都
代
官
所
へ
は
天
明
三
年
度
に
四
囲
、
領
主
の
麻
田
藩
役
所
へ
は
天
明
三
年
忌
ら
の
二

年
間
で
四
園
程
訪
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
実
際
は
こ
れ
よ
り
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
絵
師
や
世
話
人
が
、
金
五
両
の
前
借

り
を
恐
ら
く
絵
料
と
し
て
天
明
三
年
七
月
中
旬
に
要
求
し
て
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

2
　
測
蟹
作
業
の
開
始
以
後

「復元」された測量と近世山論絵図（鳴海）

　
本
庄
山
に
お
け
る
測
量
日
程
の
調
整
を
天
明
三
年
八
月
二
十
二
・
二
十
三
日
に
行
い
、
二
十
四
日
の
作
業
開
始
を
決
定
し
た
。
こ
の
日
の
測

量
を
日
記
で
は
「
東
石
す
ミ
書
癖
6
西
堀
切
迄
縄
引
間
数
相
改
夫
6
池
田
境
目
相
改
調
山
谷
6
大
槽
ハ
市
郎
兵
衛
五
境
目
筋
相
観
候
」
と
記
し
、

畑
村
か
ら
年
寄
百
姓
代
ら
四
名
、
才
田
・
尊
鉢
村
か
ら
庄
屋
年
寄
百
姓
代
ら
六
名
の
計
臨
画
が
作
業
に
参
加
し
た
。
一
一
十
五
日
に
「
大
津
わ
山

取
付
6
七
町
歩
新
開
頂
載
迄
改
候
」
、
翌
日
は
「
七
町
歩
新
開
運
定
杭
6
奥
箕
面
山
細
郷
山
三
ッ
境
目
迄
改
」
と
双
方
が
立
ち
会
い
で
測
量
を

実
施
し
、
九
月
一
日
は
才
田
・
尊
鉢
村
の
意
向
で
測
量
を
中
止
し
て
畑
村
会
所
で
絵
師
の
扱
い
を
協
議
し
た
。

　
九
月
三
日
は
「
山
麓
御
料
私
領
之
境
目
筋
縄
引
」
、
つ
ま
り
山
裾
に
当
た
る
小
物
成
地
と
麻
田
首
領
畑
村
と
の
境
界
筋
の
測
量
予
定
で
調
山

谷
に
集
合
す
る
が
、
両
者
間
で
境
界
認
識
が
相
違
し
て
測
量
で
き
ず
、
「
東
宣
す
ミ
順
礼
橋
6
川
を
こ
え
大
縄
を
入
申
候
東
さ
か
ん
た
迄
改

候
」
と
一
部
の
み
実
施
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
旨
は
測
量
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
境
界
筋
の
扱
い
に
対
し
て
才
田
・
尊
鉢
村
は
測
量

を
要
求
し
、
領
主
の
意
向
を
受
け
た
畑
村
は
領
地
内
と
の
理
由
で
こ
れ
に
反
対
す
る
が
、
九
月
中
旬
の
地
方
役
人
（
大
坂
町
奉
行
所
）
に
よ
る
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審
議
を
経
て
、
才
田
・
尊
遺
糞
の
主
張
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
際
、
畑
村
は
、
口
上
書
と
と
も
に
証
拠
資
料
と
し
て
添
え
書
き
を

施
し
た
宝
暦
図
を
提
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
二
十
三
日
に
「
山
裾
之
御
料
魚
鱗
境
目
通
リ
率
土
仕
候
」
と
こ
の
境
界
筋
を
測
量
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
麻
田
藩
・
王
ら
の
休
養
所
で
あ
る
陣
屋
（
阻
隔
下
屋
敷
」
）
内
の
測
量
に
お
よ
び
、
帯
側
は
そ
の
測
量
と
図
化
に
強
く
抵
抗
し
た
。
陣
屋
内

の
測
量
も
求
め
る
才
田
・
尊
鉢
村
に
対
し
、
藩
側
は
既
に
明
和
図
の
作
製
時
に
測
量
済
み
で
あ
る
こ
と
や
、
同
所
が
論
所
地
以
外
で
あ
る
こ
と

を
理
由
に
陣
屋
裏
手
通
り
の
測
量
を
主
張
、
天
明
図
に
描
く
こ
と
を
拒
否
し
た
。
そ
の
後
、
同
筆
役
人
も
加
わ
り
大
坂
町
奉
行
所
で
審
議
を
十

月
か
ら
十
二
月
に
行
い
、
問
題
の
境
界
筋
は
京
都
代
官
所
が
所
持
す
る
明
和
図
を
参
照
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
の
間
、
同
藩
役
人
が
京
都

代
官
所
に
そ
の
経
緯
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
大
坂
町
奉
行
所
に
て
藩
側
の
持
参
し
た
「
山
絵
図
」
（
明
和
図
力
）
と
京
都
代
官
所
が
保
管
す
る

絵
図
を
比
較
し
て
い
る
。

　
そ
の
沖
す
ぐ
に
は
測
量
を
再
開
せ
ず
、
天
明
四
年
二
月
初
旬
ま
で
絵
師
や
世
話
人
と
議
論
に
な
り
、
絵
料
の
減
額
、
世
話
料
や
仲
介
者
の
拒

否
を
村
雲
は
要
求
し
た
。
こ
の
頃
、
絵
師
は
身
体
的
不
調
が
理
由
で
休
養
し
、
「
立
会
」
と
称
す
る
作
業
を
度
々
延
期
す
る
事
態
と
な
っ
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

り
、
こ
の
休
養
願
い
は
以
後
何
度
も
要
求
さ
れ
て
い
る
。
閏
～
月
十
三
日
「
御
立
会
」
の
予
定
に
対
し
、
絵
師
は
書
状
で
「
十
三
日
双
方
立
会

之
儀
も
御
掛
合
有
之
由
二
候
へ
共
私
厚
葉
所
御
座
候
二
付
四
五
日
之
間
御
延
引
書
下
候
様
御
幣
申
上
度
候
扁
と
延
期
を
要
求
し
て
お
り
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

は
現
地
の
測
量
作
業
に
絵
師
も
参
加
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
述
と
も
考
え
ら
れ
る
。
度
重
な
る
延
期
を
受
け
、
二
月
六
日
、
絵
師
に
近
日
中

の
参
加
を
促
し
、
翌
日
か
ら
立
会
の
測
量
作
業
を
再
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
七
日
は
「
東
6
川
筋
一
ノ
瀧
6
三
ノ
瀧
迄
縄
引
垂
心
」
、

翌
八
日
は
「
三
ノ
瀧
よ
り
下
翼
迄
縄
引
仕
候
」
と
測
量
を
畑
村
の
庄
屡
年
寄
百
姓
代
ら
五
型
と
和
田
・
尊
鉢
村
の
五
、
六
名
と
三
十
名
君
が
参

加
し
て
行
い
、
二
十
六
日
に
も
「
池
之
か
わ
6
奥
帰
リ
迄
縄
引
致
候
」
と
測
量
を
実
施
し
た
。
し
か
し
、
二
十
七
日
の
測
量
は
畑
村
側
の
都
合

で
中
止
し
て
い
る
。
三
十
日
に
絵
師
へ
絵
料
を
納
め
る
が
、
「
白
田
尊
藍
田
申
目
印
通
リ
西
6
縄
入
候
宮
山
ふ
ろ
山
大
道
筋
迄
」
の
測
量
予
定

は
、
私
領
御
料
境
界
筋
や
御
下
屋
敷
の
扱
い
に
つ
い
て
才
田
・
尊
鉢
村
か
ら
再
び
異
議
が
出
て
中
止
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
大
坂
町
奉
行
所
で

審
議
し
、
畑
村
の
主
張
通
り
御
下
屋
敷
や
藩
領
内
は
絵
図
に
描
か
ず
、
私
領
御
料
境
界
筋
の
測
量
結
果
は
付
紙
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
お
り
、
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こ
れ
も
天
明
図
の
描
写
内
容
に
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
後
は
双
方
と
絵
師
が
申
し
合
わ
せ
、
何
れ
か
の
都
合
で
立
会
作
業
を
度
々
延
期
す
る
。

三
月
二
十
三
日
に
「
才
二
尊
鉢
手
印
西
大
津
わ
6
東
へ
」
、
二
十
四
日
目
「
才
田
尊
鉢
二
申
鳩
頭
6
縄
引
仕
事
」
、
二
十
五
日
に
「
東
三
ッ
石
と

申
迄
縄
引
仕
」
と
測
量
を
行
い
、
引
き
続
き
同
二
十
五
日
中
に
「
市
郎
右
衛
門
谷
縄
引
致
調
山
上
迄
夏
引
仕
候
」
に
つ
い
て
も
測
量
し
た
。
そ

し
て
、
二
十
七
日
に
「
見
通
し
縄
引
仕
候
西
三
ッ
石
6
東
へ
行
候
」
、
四
月
一
日
に
「
見
通
シ
縄
引
東
前
渡
リ
夫
6
調
山
6
奥
へ
十
三
仕
候
」

と
立
ち
会
い
で
測
量
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
畑
村
で
は
、
絵
師
が
本
庄
山
裾
通
り
の
描
写
を
畑
村
の
所
有
す
る
明
和
図
か
ら
写
し
取
る
作
業
を

行
う
が
、
才
田
・
尊
鉢
村
は
そ
の
こ
と
を
了
承
し
、
そ
れ
に
立
ち
会
わ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
四
月
二
日
以
降
は
「
休
絵
図
」
と
称
し
て
八
ヶ

月
程
作
業
が
中
断
さ
れ
て
い
る
。

　
天
明
五
年
一
月
二
十
三
日
に
作
業
を
再
開
、
「
横
縄
｝
番
」
と
称
し
て
「
七
町
歩
南
ノ
堺
筋
山
道
6
打
」
か
ら
「
み
ろ
く
池
ノ
常
磁
東
ノ
ヨ

ケ
迄
」
、
二
月
七
日
に
は
「
た
つ
縄
四
番
」
と
し
て
「
耳
糞
ノ
道
筋
ヲ
東
畑
村
土
手
打
上
ル
ゆ
す
る
へ
の
池
6
谷
川
」
か
ら
「
東
峠
松
ノ
下
東

西
へ
小
道
ノ
辻
」
ま
で
を
測
量
し
た
。
十
三
日
は
「
横
縄
二
番
」
と
す
る
「
七
町
歩
北
ノ
定
見
6
百
十
四
間
南
二
塁
山
道
6
打
」
、
十
四
日
は

「
た
つ
縄
二
番
」
と
す
る
「
高
山
道
ト
峠
道
ノ
出
合
6
南
へ
打
下
リ
天
神
前
迄
」
、
十
五
日
に
は
「
た
つ
縄
三
番
扁
と
し
て
「
大
慈
輪
山
ノ
峰

6
丑
寅
へ
」
に
つ
い
て
測
量
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
二
十
三
日
は
「
立
縄
六
番
」
と
す
る
「
西
畑
村
西
福
庵
ノ
上
6
山
道
ヲ
大
谷
ノ
方
へ
打
上

ル
偏
と
「
高
山
道
6
西
木
部
領
巾
草
場
ノ
囲
」
、
二
十
四
日
に
は
「
横
縄
三
番
」
と
し
て
「
東
山
伊
勢
講
山
6
三
谷
南
ノ
谷
6
」
か
ら
「
四
嶋

山
道
マ
テ
」
と
「
大
谷
ノ
上
冶
打
下
リ
」
お
よ
び
「
両
方
池
（
新
羅
・
袋
池
）
ノ
出
合
溝
辻
6
川
ヲ
下
モ
へ
打
下
リ
」
に
つ
い
て
測
量
を
実
施

し
た
。
二
十
六
日
は
「
横
縄
四
番
」
と
し
て
「
伊
勢
講
山
辰
巳
角
ノ
大
松
参
」
か
ら
「
東
ノ
山
道
迄
万
富
」
と
、
「
横
縄
五
番
」
と
す
る
「
山

道
6
西
へ
打
篇
か
ら
「
高
山
道
迄
」
を
、
二
十
七
日
に
は
「
主
宰
五
番
」
と
す
る
「
ぜ
ん
か
い
ノ
西
裏
見
通
し
ノ
道
6
打
初
メ
黒
岩
ノ
谷
ヲ
上

ル
」
と
、
「
皿
池
ノ
囲
」
や
「
中
飛
ノ
囲
」
に
つ
い
て
測
量
を
行
っ
た
。
こ
の
二
十
六
、
七
両
日
に
は
「
当
村
之
草
場
ト
林
ノ
境
目
引
高
山
道

ト
応
護
ト
出
合
之
辻
6
十
六
間
南
へ
下
り
小
道
ヲ
東
へ
打
」
に
つ
い
て
も
測
量
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
三
月
十
二
日
は
「
右
谷
川
ヲ
笠
松
之
下

モ
6
南
へ
打
下
リ
」
と
、
「
当
芸
冷
山
道
ヲ
」
か
ら
「
順
礼
道
管
貫
道
廻
角
迄
」
を
、
十
四
日
に
は
「
み
ろ
く
池
ノ
廻
り
」
と
「
ね
む
り
池
ノ
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廻
り
」
に
つ
い
て
測
量
さ
れ
た
。

①
例
え
ば
起
請
文
前
書
と
は
コ
、
論
所
有
躰
二
無
相
違
双
方
立
合
壱
枚
絵
図
仕

　
二
王
申
事
／
一
、
論
所
論
双
方
立
合
之
節
非
儀
不
申
懸
有
躰
二
可
仕
候
勿
論
口
論

　
仕
問
難
事
／
一
、
絵
師
二
も
立
案
文
之
通
為
誓
詞
可
申
事
／
一
、
此
度
論
所
之
場

　
所
旗
雲
図
書
可
申
候
無
用
箭
所
は
書
勝
申
問
敷
善
事
／
一
、
絵
図
之
内
申
分
相
極

　
登
園
所
者
絵
図
之
内
張
紙
二
而
御
訴
可
申
上
事
／
興
り
双
方
と
も
無
油
断
絵
図
仕

　
百
計
り
不
申
爺
様
可
仕
事
右
之
条
々
少
し
も
相
背
に
於
み
て
ハ
」
な
ど
で
あ
り
、

　
こ
れ
に
罰
文
が
付
さ
れ
る
。
布
施
弥
平
治
編
『
百
箇
條
調
書
第
一
巻
臨
新
生
社
、

　
｝
九
⊥
ハ
⊥
ハ
、
　
～
⊥
ハ
㎜
H
～
一
⊥
正
餐
宵
只
。

②
嶺
時
、
池
田
村
は
町
場
と
し
て
成
立
す
る
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で

　
は
自
治
体
史
の
表
記
に
従
い
「
在
郷
町
池
田
恥
と
記
す
こ
と
と
し
た
。
臼
記
に
は

　
在
郷
町
池
田
居
住
の
絵
師
と
し
て
近
土
（
近
大
と
も
）
と
い
う
名
を
記
し
て
い
る
。

　
近
思
の
来
歴
は
不
明
で
あ
る
が
、
職
人
が
多
数
を
占
め
る
在
郷
町
池
田
の
小
坂
前

　
町
に
は
元
禄
十
（
一
六
九
七
）
年
既
に
絵
師
の
居
住
が
確
認
さ
れ
注
目
し
た
い
。

　
い
章
⑥
池
田
市
史
。
池
田
市
教
育
委
員
会
編
『
北
摂
池
田
一
町
並
調
査
報
告
書

　
一
睡
池
田
市
教
育
委
員
会
、
｝
九
七
九
、
三
二
一
四
七
頁
。

③
そ
の
後
五
月
十
五
目
に
も
絵
師
は
暫
く
の
休
み
を
要
求
し
て
い
る
。

④
例
え
ば
天
明
三
年
十
一
月
二
日
に
双
方
の
村
役
人
よ
り
「
乍
恐
口
上
」
と
し
て

　
「
字
本
庄
裏
山
出
入
二
付
先
達
而
双
方
立
会
絵
図
被
仰
付
奉
畏
黒
煙
ル
処
先
月
十

　
一
日
台
明
朔
日
迄
御
日
延
被
成
下
候
整
経
来
絵
図
出
来
不
仕
候
問
欝
欝
又
々
御
臼

　
延
被
為
成
下
候
様
融
解
上
里
」
と
大
坂
町
奉
行
へ
願
い
出
て
い
る
。
奥
村
家
文
書

　
『
才
田
村
尊
鉢
村
最
早
6
凡
契
合
写
晒
、
寛
政
五
（
一
七
九
三
）
年
五
月
。

⑤
例
え
ば
日
記
に
は
、
三
月
十
四
臼
「
立
会
」
予
定
へ
の
絵
師
の
「
不
快
二
付
今

　
日
ハ
延
引
致
呉
様
」
と
す
る
発
琶
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⑥
日
記
に
記
さ
れ
た
絵
師
の
国
法
で
二
月
六
日
の
「
近
日
之
内
御
勝
手
次
第
御
立

　
国
譲
成
候
ヘ
ハ
私
義
茂
出
勤
可
塑
黒
し
や
、
五
月
十
日
の
門
柳
B
迄
ハ
時
論
二
御

　
座
候
得
共
明
後
日
珍
御
立
旗
色
成
候
哉
私
義
少
□
方
へ
一
夜
泊
リ
に
参
度
義
御
座

　
候
糊
付
御
尋
二
参
リ
野
業
問
何
卒
御
立
会
被
成
候
爵
御
知
ら
せ
可
以
下
」
と
す
る

　
内
容
も
作
業
へ
の
参
加
を
示
唆
し
て
い
る
。
絵
師
の
測
量
へ
の
関
与
の
程
度
は
当

　
事
例
で
明
確
に
示
せ
な
い
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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四
　
測
量
地
域
の
比
定

①
②
帳
お
よ
び
③
帳
に
記
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、
日
記
と
の
比
較
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
当
事
例
に
お
い
て
本
庄
山
で
実
施
さ
れ
た
測
量
の
結

果
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
前
章
の
検
討
を
受
け
て
、
具
体
的
に
測
量
の
対
象
と
な
っ
た
地
域
に
つ
い
て
み
て
い
ぎ
だ
い
。
そ

れ
は
、
天
明
図
や
測
量
帳
お
よ
び
日
記
の
内
容
、
地
形
図
と
の
比
較
か
ら
測
量
区
間
の
比
定
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
山
論
に
お
け

る
絵
図
作
製
過
程
に
お
い
て
何
処
を
測
量
区
間
と
し
て
選
択
し
た
の
か
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
各
測
量
区
間
に
お
け
る
間
数
や
そ
の

メ
ー
ト
ル
表
記
、
測
点
数
に
つ
い
て
は
表
1
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
以
下
図
5
参
照
）
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1
　
周
囲
の
測
量
（
番
号
は
表
1
・
図
5
に
頬
応
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
最
初
に
測
量
し
た
の
は
本
庄
山
南
方
の
順
礼
道
筋
で
あ
り
、
天
明
三
年
八
月
二
十
四
日
、
石
澄
川
に
架
か
る
土
橋
の
西
側
（
－
）
か
ら
西
方

の
堀
切
川
（
2
）
ま
で
を
測
量
し
た
。
た
だ
し
、
①
③
帳
に
は
そ
の
測
量
結
果
と
し
て
測
点
問
の
方
位
角
度
を
全
く
記
載
し
な
い
。
こ
の
よ
う

な
方
位
の
表
記
を
欠
く
区
間
は
他
に
一
ヶ
所
認
め
ら
れ
、
九
月
二
十
三
日
に
測
量
し
た
前
山
南
端
部
（
6
↓
8
）
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
こ

の
両
区
間
は
畑
村
領
内
で
あ
り
、
何
れ
も
測
量
の
扱
い
を
巡
り
問
題
化
し
た
地
域
に
該
当
す
る
。
こ
の
う
ち
順
礼
道
筋
は
、
日
記
に
「
縄
引
間

数
相
改
」
と
あ
る
た
め
、
実
施
し
た
測
量
は
距
離
の
み
を
計
測
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
一
方
、
境
目
筋
は
日
記
に
「
境
目
筋
縄

引
一
と
記
載
し
て
距
離
の
み
の
測
量
に
限
定
せ
ず
、
加
え
て
大
坂
町
奉
行
所
の
審
議
内
容
で
も
方
位
測
量
の
実
施
を
示
唆
す
る
が
、
方
位
角
度

を
測
量
帳
に
記
載
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
作
業
を
開
始
し
た
八
月
二
十
四
日
は
、
本
庄
山
西
側
境
界
筋
の
測
量
の
た
め
、
順
礼
道
筋
（
2
）
か
ら
北
方
の
前
山
南
西
部
（
3
）
に
向
か

っ
て
も
測
量
し
た
。
こ
の
区
間
は
日
記
に
「
境
目
筋
相
伝
偏
と
記
す
よ
う
方
位
角
度
も
計
測
さ
れ
て
い
る
。
翌
二
十
五
日
に
、
続
け
て
山
裾
か

ら
在
郷
町
池
田
と
の
黒
谷
を
北
方
の
高
山
道
に
向
か
っ
て
登
り
、
木
部
・
中
川
原
・
東
山
村
領
境
の
尾
根
筋
に
沿
っ
て
裏
山
に
お
け
る
七
町
歩

新
開
の
南
西
定
器
（
4
）
ま
で
を
測
量
し
た
。
二
十
六
日
に
は
そ
こ
か
ら
裏
山
北
端
と
な
る
三
ツ
境
目
（
5
）
．
ま
で
測
量
し
、
西
側
境
界
筋
の

測
量
作
業
を
三
日
で
終
え
た
。
次
に
本
庄
山
東
側
境
界
筋
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
九
月
二
十
二
日
に
順
礼
道
筋
（
－
）
か
ら
前
山
南
東
部
に
向
か

っ
て
、
つ
ま
り
石
澄
川
沿
い
に
新
稲
村
へ
通
じ
る
道
（
7
）
ま
で
を
測
量
し
た
。
五
ヶ
月
程
の
中
断
の
後
、
翌
天
明
四
年
二
月
七
日
に
牧
三
三

六
箇
村
と
の
境
川
で
あ
る
石
澄
川
筋
を
そ
こ
か
ら
上
流
の
三
ノ
瀧
（
9
）
ま
で
、
八
日
に
は
同
じ
く
川
筋
沿
い
に
三
ノ
瀧
か
ら
み
ろ
く
池
（
底

池
）
南
端
（
1
0
）
ま
で
を
測
量
し
、
こ
れ
で
石
澄
川
筋
の
作
業
を
終
了
し
た
。
こ
の
一
ノ
井
出
（
8
）
か
ら
の
石
澄
川
筋
の
区
間
は
、
川
沿
い

に
複
数
の
瀧
が
存
在
す
る
な
ど
谷
深
く
険
し
い
地
形
で
あ
っ
た
。
二
十
六
日
に
は
尾
根
筋
沿
い
に
み
ろ
く
池
南
端
か
ら
三
ツ
境
目
（
5
）
ま
で

を
測
量
し
、
東
側
境
界
筋
の
測
量
作
業
を
終
え
た
。
こ
の
区
間
も
西
側
同
様
、
距
離
と
方
位
を
計
測
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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「復元」された測量と近世l！【論絵図（珂1告海）

2
　
境
界
の
測
量

　
本
庄
山
周
囲
の
測
量
に
続
き
、
前
山
と
裏
山
の
境
界
筋
の
測
量
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
測
量
は
距
離
と
方
位
の
計
測
を
基
本
と
し
、
日

記
に
「
縄
引
」
や
「
見
通
シ
博
引
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
こ
の
区
間
に
お
け
る
認
識
の
違
い
が
論
点
の
一
つ
で
あ
り
、
そ

の
た
め
双
方
の
主
張
す
る
境
界
筋
と
も
測
量
の
対
象
に
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
小
田
・
尊
貧
村
の
主
張
す
る
境
界
筋
は
、
ま
ず
天
明
四
年
三
月
二
十
三
日
に
本
庄
山
西
側
境
界
筋
に
お
け
る
大
津
和
山
の
境
木
（
3
）
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

東
方
の
鳩
ヶ
頭
華
道
（
1
1
）
ま
で
を
、
二
十
四
日
に
続
け
て
千
之
瀧
（
1
2
）
ま
で
、
そ
し
て
二
十
五
日
は
石
澄
川
（
1
3
）
ま
で
を
測
量
し
、
三
日

間
で
測
量
作
業
を
終
え
た
。
こ
の
区
問
は
南
北
に
走
る
多
く
の
谷
や
尾
根
を
横
断
す
る
険
し
い
行
程
で
あ
っ
た
。
～
方
、
畑
村
の
主
張
す
る
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

県
単
の
測
量
も
そ
の
慣
す
ぐ
作
業
に
取
り
掛
か
り
、
三
月
二
十
八
日
に
本
庄
山
西
側
境
界
筋
に
お
け
る
境
界
石
の
三
ッ
石
（
1
5
）
か
ら
東
方
の

東
峠
付
近
（
1
6
）
ま
で
、
四
月
一
日
に
は
そ
こ
か
ら
石
澄
川
（
1
9
）
ま
で
と
測
量
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
区
間
は
訴
訟
方
の
主
張
す
る
境

界
筋
に
比
べ
幾
分
険
し
く
な
い
地
形
で
あ
っ
た
。

3
　
山
内
の
測
量

　
本
庄
山
周
囲
や
境
界
筋
の
測
量
を
終
え
る
と
、
次
は
山
内
を
対
象
と
し
た
測
量
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
作
業
の
多
く
は
天
明
五
年
の
春
に
実

施
し
た
も
の
で
、
距
離
と
方
位
の
計
測
を
基
本
と
す
る
。
そ
の
測
量
は
対
象
や
目
的
に
よ
り
、
「
立
縄
」
と
称
し
て
谷
や
尾
根
筋
な
ど
に
沿
っ

て
山
内
を
凡
そ
南
北
へ
縦
断
す
る
も
の
、
「
横
面
」
と
称
し
て
真
東
西
に
山
内
を
横
断
す
る
も
の
、
そ
し
て
一
定
の
区
画
や
そ
の
位
置
付
け
を

目
的
と
す
る
も
の
の
三
つ
に
区
分
さ
れ
る
。

　
首
縄
は
一
か
ら
六
番
ま
で
が
設
定
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
立
縄
～
番
の
み
が
天
明
四
年
度
に
実
行
さ
れ
、
三
月
二
十
五
日
と
四
月
一
日
（
1
4
↓

17

ｫ
1
8
）
に
眠
谷
池
（
5
1
）
ま
で
の
西
谷
川
（
市
右
衛
門
谷
）
筋
を
対
象
に
測
量
さ
れ
た
。
先
述
の
よ
う
に
こ
の
両
日
は
、
隣
接
し
た
裏
山
と
前
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山
の
境
界
筋
に
つ
い
て
も
測
量
さ
れ
て
お
り
、
本
庄
山
に
お
け
る
測
量
が
計
画
的
に
地
域
を
設
定
し
、
無
駄
な
く
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
天
明
図
で
は
相
手
方
の
主
張
す
る
境
界
筋
の
北
部
に
位
置
し
た
眠
谷
池
が
、
宝
暦
図
や
明
和
図
に
お
い
て
は
境
界
筋
の
南
方
と
相

違
し
て
描
か
れ
る
。
測
量
時
期
の
こ
と
も
含
め
、
眠
谷
池
の
位
置
の
確
定
が
境
界
筋
の
決
定
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
有
し
、
同
区
間
が
争
論

上
、
重
要
な
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
訂
正
は
畑
村
側
の
認
識
に
よ
る
と
推
測
で
き
る
が
、
そ
の
結
果
、
池
の
配
置
を
変
更

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
残
る
立
縄
に
つ
い
て
、
ま
ず
天
明
五
年
二
月
十
四
日
に
立
縄
二
番
が
高
山
道
と
上
道
の
辻
（
2
4
）
か
ら
南
方
の

天
満
宮
付
近
（
2
5
）
ま
で
、
十
五
日
に
は
立
縄
三
番
が
大
津
和
山
の
峰
（
2
6
）
か
ら
高
山
道
と
輪
帯
の
辻
（
2
4
）
ま
で
測
量
さ
れ
た
。
ま
た
、
二

月
七
日
に
立
縄
四
番
と
し
て
煮
湯
出
辺
付
近
の
池
（
2
0
）
か
ら
谷
川
沿
い
を
北
方
へ
東
宮
松
付
近
（
1
6
）
ま
で
、
二
十
七
日
に
は
泥
縄
五
番
目

し
て
黒
岩
谷
沿
い
に
北
方
（
4
3
↓
4
4
）
へ
向
か
っ
て
草
谷
の
終
わ
り
ま
で
を
測
量
し
た
。
そ
し
て
、
立
縄
六
番
と
し
て
は
、
二
十
三
日
に
西
福

寺
付
近
（
2
7
）
か
ら
北
方
の
高
山
道
に
出
る
辻
（
2
8
）
ま
で
が
測
量
さ
れ
た
。

　
横
縄
は
一
か
ら
五
番
ま
で
を
設
定
し
、
ま
ず
一
月
二
十
三
日
に
横
縄
～
番
が
本
庄
山
西
側
境
界
筋
の
七
町
歩
新
開
地
南
の
定
杭
（
4
）
か
ら

真
東
の
み
ろ
く
池
堤
（
1
0
）
付
近
ま
で
測
量
さ
れ
た
。
横
縞
二
番
は
二
月
十
三
日
に
七
町
歩
新
開
地
北
の
定
杭
（
2
2
）
か
ら
真
東
へ
本
庄
山
東

側
境
界
筋
（
2
3
）
ま
で
、
二
十
四
日
に
は
三
番
と
し
て
東
山
伊
勢
講
山
（
3
1
）
か
ら
真
東
に
四
嶋
山
道
（
3
2
）
ま
で
を
測
量
し
た
。
そ
し
て
、
二

十
六
日
に
横
縄
四
番
と
五
番
を
合
わ
せ
て
実
施
し
、
四
番
は
伊
勢
講
山
南
東
部
の
大
松
（
3
6
）
か
ら
真
東
へ
本
庄
山
東
境
界
筋
（
3
7
）
ま
で
、

五
番
は
同
境
界
筋
（
3
8
）
か
ら
逆
に
真
西
へ
高
山
道
（
3
9
）
ま
で
の
測
量
が
行
わ
れ
た
。

　
本
庄
山
内
の
土
地
区
画
や
そ
の
位
置
付
け
に
関
す
る
測
量
は
、
林
地
や
草
地
を
対
象
と
す
る
も
の
と
、
溜
池
に
関
る
も
の
に
大
別
さ
れ
る
。

前
功
と
し
て
は
、
二
月
二
十
三
日
の
車
曳
六
番
の
後
、
ま
ず
本
庄
山
南
西
境
界
筋
に
接
す
る
草
地
の
東
側
境
に
つ
い
て
、
池
田
領
境
（
2
9
）
か

ら
北
方
の
中
河
原
村
境
界
へ
高
山
道
の
交
差
す
る
地
点
（
3
0
）
ま
で
が
測
量
さ
れ
た
。
横
縄
四
・
五
番
と
同
じ
二
十
六
日
に
は
、
裏
山
の
林
地

と
草
地
の
境
に
つ
い
て
本
庄
山
西
側
境
界
筋
付
近
（
4
0
）
か
ら
暮
六
（
4
1
）
付
近
ま
で
、
二
十
七
日
に
も
そ
こ
か
ら
続
け
て
新
池
の
端
（
4
2
）
ま

で
の
測
量
を
行
っ
た
。
こ
の
日
は
磁
化
五
番
や
溜
池
に
つ
い
て
も
測
量
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
溜
池
に
関
し
て
は
、
ま
ず
二
月
二
十
四
日
に
裏
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山
の
渋
谷
聖
霊
池
南
（
3
3
）
か
ら
西
方
の
袋
池
の
用
水
溝
と
の
合
流
地
点
（
3
4
）
ま
で
と
、
そ
こ
か
ら
南
方
の
笠
松
（
3
5
）
ま
で
を
測
量
し
、
そ

の
後
三
月
十
二
日
に
笠
松
か
ら
南
方
へ
西
畑
村
の
土
手
（
4
5
）
ま
で
も
測
量
し
た
。
ま
た
、
裏
山
の
溜
池
を
対
象
に
周
囲
測
量
を
実
施
し
た
よ

う
で
、
ま
ず
二
月
二
十
七
日
に
皿
池
（
4
6
）
と
中
里
（
4
7
）
に
つ
い
て
、
そ
し
て
三
月
十
四
日
に
は
み
ろ
く
池
（
5
0
）
と
眠
谷
池
（
5
1
）
に
つ
い

て
そ
れ
ぞ
れ
測
量
を
実
施
し
た
。

①
順
礼
道
と
は
勝
尾
寺
（
箕
面
市
）
か
ら
中
山
寺
（
兵
庫
県
宝
塚
市
）
ま
で
の
道

　
の
こ
と
を
い
う
。

②
こ
の
区
間
の
測
量
帳
の
記
載
は
②
帳
と
③
帳
で
相
違
し
、
前
者
は
三
旦
不
五

　
臼
と
し
て
五
五
．
壁
間
に
十
ヶ
所
の
測
点
を
設
定
し
、
　
一
方
後
者
で
は
八
月
二
十

　
六
日
改
と
し
て
一
八
○
問
に
測
点
を
五
ヶ
所
に
設
定
し
測
量
さ
れ
て
い
る
。
天
明

　
図
と
比
べ
た
場
合
、
後
者
の
デ
ー
タ
の
方
が
描
写
内
容
に
近
い
こ
と
か
ら
、
本
文

　
で
は
③
帳
の
記
載
を
採
用
し
た
。
た
だ
し
、
日
付
に
つ
い
て
は
日
記
で
確
認
で
き

　
な
い
た
め
、
前
者
の
日
付
を
記
し
て
お
く
も
の
と
す
る
。

③
日
記
に
は
測
量
日
を
二
十
七
日
と
記
す
が
、
②
③
帳
は
二
十
八
日
目
表
記
す
る

　
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
測
量
帳
の
日
程
に
従
う
も
の
と
し
た
。

五
　
地
図
測
量
技
術
の
復
元

「復元」された測量と近世山回絵図（鳴海）

1
　
図
の
復
元
と
そ
の
比
較

　
測
旦
里
帳
の
記
載
に
よ
る
と
当
事
例
で
実
施
さ
れ
た
測
量
は
、
測
量
地
点
間
毎
の
方
位
角
度
と
距
離
を
順
次
測
り
求
め
進
行
し
て
行
く
作
業
を

基
本
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
当
時
盤
針
術
な
ど
と
呼
ば
れ
た
技
術
に
相
当
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
実
施
し
た
測
量
の
結
果
を
も
と
に
、
天
明

図
を
作
製
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
石
倉
川
筋
の
一
ノ
井
出
以
北
の
測
量
に
つ
い
て
③
帳
で
「
是
6
絵
図
二
成
ル
」
と
す
る
記
載
通
り
、

天
明
図
に
お
い
て
同
所
以
南
の
起
訴
川
筋
を
彩
色
し
て
い
な
い
こ
と
に
も
示
さ
れ
る
。
前
章
で
の
検
討
か
ら
測
量
を
行
っ
た
区
間
は
、
順
礼
道

筋
と
前
山
南
端
部
の
二
ヶ
所
、
本
庄
由
西
側
と
東
側
境
界
筋
の
二
ヶ
所
、
前
山
と
裏
山
の
境
界
筋
の
二
ヶ
所
、
立
縄
の
六
ヶ
所
と
横
書
の
五
ヶ

所
、
溜
池
や
土
地
区
分
に
関
連
し
た
八
ヶ
所
と
計
二
十
五
ヶ
所
に
お
よ
ぶ
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
こ
で
は
測
量
帳
に
記
さ
れ
た
方
位
角
度
と
距

離
の
デ
ー
タ
か
ら
各
区
間
の
図
を
作
製
し
、
そ
の
復
元
図
と
天
明
図
や
地
形
図
と
の
比
較
に
よ
り
関
連
を
検
討
し
た
い
。
そ
れ
は
こ
う
し
た
復
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元
作
業
を
通
じ
て
、
当
時
の
測
量
技
術
の
一
端
を
明
ら
か
に
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
順
礼
道
筋
と
前
山
南
端
部
の
二
ヶ
所

は
、
測
量
帳
に
方
位
角
度
の
記
載
を
欠
く
た
め
復
元
図
が
作
製
で
き
な
い
。

　
図
6
は
、
測
量
帳
の
デ
ー
タ
よ
り
堀
切
川
橋
（
2
）
か
ら
七
町
歩
新
開
の
南
西
に
お
け
る
定
杭
（
4
）
ま
で
を
復
元
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
復
元
図
と
天
明
図
の
形
状
（
図
3
）
を
比
較
す
る
と
、
完
全
に
は
一
致
し
な
い
が
、
屈
曲
の
有
り
様
な
ど
多
く
の
共
濁
点
が
認
め
ら
れ
る
。
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図6　復元図1（天明3年8月24・25B
　　測量、堀切塀橋より七町歩新開の南

　　西における定杭まで）

　注）⑦谷端ヲ［上1裾迄（③帳より）、①

　　才尊境目木6’山道ヲ（同）、⑤高翔

　　道迄（同）、⑪西ノ三ツ石6・（同）。

　　図中の黒点は測量地点を示し、その

　　番考は測量帳に記された番号に対応

　　する。なお、測量区間の距離および

　　方位のデータは③帳のものを参照し

　　（wa　2に示された測量データは①以

　　北の一部）、その際磁北0。を子0・・

　　亥10と設定した（以上は図7・6に
　　ついても同様）。
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「復元」された測’量と近世山論糸会図（鳴海）

i

　

㎜
…0

　
　
　
／

　　

@　
　　　　ヰ

　
　
／

　　

@　

@　

@
島
　図7　復元図2（天明4年3月23・24・25日測量、訴訟方の主張する前111と裏li；境界筋）

注）⑦本庄塚東原（③帳より）、⑳口頭宮山大道迄（②帳より）、⑰黒岩ノ谷J【【迄（③帳より）。

　なお、測量区間の方位および顕離のデータは②帳のものを参照した（東端の180間分について

　は③帳による）。

こ
の
他
の
本
庄
山
周
囲
の
復
元
図
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
天
明
図
の
形
状
と
概
ね
共
通
す
る
傾
向

を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
復
元
図
を
全
て
接
合
し
た
場
合
、
本
庄
山
周
囲
の
形
状
は

東
西
の
幅
が
極
端
に
狭
い
も
の
と
な
り
、
天
明
図
の
内
容
と
は
か
な
り
相
違
す
る
結
果
に
な
る
。

　
訴
訟
方
の
主
張
す
る
前
山
と
裏
山
境
界
筋
（
3
↓
1
3
）
の
復
元
図
で
あ
る
図
7
に
つ
い
て
、
そ

の
形
状
は
天
明
図
（
図
4
）
の
も
の
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
天
明
図
の
描
写
内
容
や
文
字
注
記
に
つ
い

て
も
測
量
帳
の
記
載
に
合
致
す
る
。
一
方
、
相
手
方
側
の
境
界
筋
（
1
5
↓
1
9
）
の
復
元
図
は
、
寅

卯
（
7
5
度
）
へ
進
ん
だ
後
に
卯
三
（
9
6
度
）
の
方
角
に
直
進
し
て
一
部
屈
曲
す
る
形
状
を
示
し
、

北
東
方
向
へ
の
直
線
と
し
て
描
か
れ
る
天
明
図
の
も
の
と
若
干
相
違
す
る
が
、
測
量
帳
に
み
ら
れ

る
他
の
記
載
内
容
は
天
明
図
の
描
写
や
文
掌
注
記
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
立
縄
の
復
元
図
は
、
何
れ
も
天
明
図
に
描
写
さ
れ
る
道
や
谷
筋
な
ど
該
当
箇
所
の
形
状
と
概
ね

一
致
す
る
。
例
え
ば
、
立
志
一
番
（
1
4
↓
1
8
）
の
復
元
図
（
図
8
）
は
、
天
明
図
（
図
3
・
4
）
に

お
け
る
字
西
谷
筋
の
屈
曲
す
る
道
筋
の
形
状
や
周
囲
の
状
況
、
境
界
筋
の
交
差
す
る
位
置
な
ど
の

描
写
に
合
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
天
明
図
の
方
が
復
元
図
よ
り
も
緩
や
か
な
形
状
と
し
て
屈
曲

が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
他
の
区
間
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
立

縄
の
位
置
関
係
は
本
庄
山
内
の
東
側
か
ら
一
・
四
・
五
・
二
・
六
・
三
番
の
順
と
な
る
ほ
か
、
測

量
の
実
施
順
も
一
・
四
・
二
・
三
・
六
・
五
番
と
番
号
順
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
横
帆
の
復
元
図
は
東
西
に
延
び
る
直
線
と
な
り
、
こ
れ
は
全
て
の
横
縄
に
共
通
す
る
。
横
縞
の

測
量
は
、
一
番
の
実
施
さ
れ
た
地
点
以
北
の
裏
山
北
部
地
域
を
対
象
と
し
、
最
南
端
の
一
番
か
ら

北
方
に
向
か
っ
て
番
号
順
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
測
量
結
果
を
天
明
図
に
直
線
と
し
て
描
く
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注
）
⑦
堅
田
尊
鉢
ノ
見
通
シ
ニ
当
ル
留
ノ
堤
へ
川
6
越
道
渡
所
迄
（
②
帳
よ
り
）
、
⑧
是
6
論
所
（
③
帳
よ
り
）
、
④
市
右
衛
門
ノ
谷

　
ノ
三
農
ノ
か
た
迄
（
②
帳
よ
り
）
、
⑩
眠
谷
池
墨
田
迄
（
②
帳
よ
り
）
。
こ
の
図
に
お
い
て
⑧
の
位
置
す
る
場
所
は
、
天
明
図
（
図

　
4
）
で
字
西
谷
筋
と
訴
訟
方
の
主
張
す
る
前
山
と
裏
山
境
界
筋
が
交
差
す
る
地
点
と
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
形
状
の
共

　
通
性
は
実
際
の
地
形
の
方
が
強
く
認
め
ら
れ
る
（
図
5
に
お
け
る
！
4
か
ら
1
8
の
谷
筋
に
つ
い
て
）
。
な
お
、
測
量
区
間
の
方
位
お

　
よ
び
距
離
の
デ
ー
タ
は
②
帳
の
も
の
を
参
照
し
た
。

図8　復元図3（天明4年3月25日・
　　4月1日測量、立縄一播う

こ
と
は
な
い
が
、
測
量

帳
に
記
さ
れ
る
周
囲
の

状
況
に
つ
い
て
は
、
境

界
杭
や
道
、
溜
池
の
位

置
や
植
生
の
変
化
な
ど

天
明
図
の
描
写
内
容
に

全
て
一
致
す
る
結
果
と

な
っ
た
。

　
土
地
区
画
の
測
量
に

つ
い
て
、
本
庄
山
南
西

部
の
採
草
地
東
側
筋

（
2
9
↓
3
0
）
と
裏
山
の
松
木
山
西
側
角
（
4
0
↓
4
2
）
の
復
元
図
に
関
し
て
は
、
他
の
復
元
図
に
接
合
し
な
い
も
の
の
天
明
図
に
描
か
れ
る
林
地
の

区
域
の
形
状
や
そ
の
内
容
に
一
致
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
一
方
、
溜
池
の
周
囲
や
位
置
（
3
4
↓
4
5
、
4
6
、
4
7
、
5
0
、
5
1
）
の
復
元
図
は
、
何
れ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

天
明
図
の
描
写
内
容
と
一
致
し
な
い
ば
か
り
か
、
測
量
縄
に
注
記
さ
れ
る
周
囲
の
状
況
と
も
矛
盾
す
る
形
状
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
上
記
の
検
討
か
ら
、
測
量
帳
の
デ
ー
タ
よ
り
作
製
し
た
復
元
図
と
天
明
図
の
形
状
を
比
較
し
た
場
合
、
個
々
に
つ
い
て
は
一
致
す
る
区
間
の

多
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
測
量
帳
に
記
さ
れ
る
測
量
地
点
の
状
況
も
、
天
明
図
に
お
け
る
該
当
箇
所
の
描
写
内
容
や
文
字
注
記
に
共

通
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
測
量
帳
に
記
さ
れ
る
測
量
結
果
と
天
明
図
の
関
連
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
測
量
帳
の
デ
ー
タ
を
参
照

し
天
明
図
を
作
製
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
両
者
の
共
通
性
は
大
ま
か
な
も
の
で
あ
る
う
え
、
む
し
ろ
復
元
図
の
方
が
実
際
の
地
形
に

近
い
場
合
も
あ
り
、
そ
の
点
は
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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「復元」された測量と近世i．［」論絵図（鴫1励

2
　
測
量
の
方
法
と
技
術

　
本
庄
山
は
、
南
北
に
三
キ
ロ
、
東
西
に
一
キ
ロ
程
度
の
南
北
に
細
長
い
山
で
あ
る
。
こ
の
山
の
立
会
絵
図
を
作
る
た
め
実
施
し
た
二
十
四
日

間
の
測
量
作
業
の
総
距
離
は
、
測
量
帳
の
デ
ー
タ
だ
け
で
も
～
五
三
六
七
・
九
問
と
約
二
八
キ
ロ
に
お
よ
ぶ
。
測
量
作
業
の
開
始
前
に
は
、
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

論
当
事
者
や
絵
師
が
「
山
見
分
」
や
「
大
廻
リ
見
事
」
と
称
し
て
現
地
を
調
査
す
る
と
と
も
に
会
合
を
開
き
意
見
を
調
整
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
行
為
は
測
量
開
始
後
も
度
々
確
認
さ
れ
る
。
測
量
行
為
に
関
す
る
語
彙
と
し
て
、
B
記
や
測
量
帳
な
ど
の
資
料
で
は
基
本
的
に
「
翠
蔓
」
と

記
す
ほ
か
、
「
縄
入
」
や
「
縄
」
と
も
表
現
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
測
量
や
検
地
を
意
味
す
る
［
縄
」
と
い
う
語
に
由
来
し
、
「
打
初
志
」
「
打
出

ル
」
「
打
上
リ
（
下
り
）
」
や
「
引
初
メ
」
な
ど
と
単
に
「
打
」
や
「
引
」
だ
け
と
し
た
表
現
も
多
い
。
こ
の
他
、
「
間
数
改
」
や
「
改
」
と
記

す
場
合
も
あ
る
。
順
礼
道
筋
東
端
か
ら
始
ま
り
計
二
十
五
ヶ
所
の
区
間
で
実
施
さ
れ
た
測
量
は
、
本
庄
山
裾
付
近
か
ら
本
庄
山
の
周
囲
、
そ
し

て
本
庄
山
の
内
側
へ
と
凡
そ
こ
の
順
で
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
際
に
お
け
る
測
量
の
凡
そ
の
方
向
性
は
、
低
所
か
ら
高
所
へ
、
西

か
ら
東
方
へ
、
そ
し
て
時
計
廻
り
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
測
量
の
実
施
時
期
は
基
本
的
に
農
繁
期
を
避
け
て
行
わ
れ
、
例
え

ば
日
記
に
は
、
天
明
四
年
九
月
の
「
同
廿
日
双
方
申
合
絵
師
近
土
方
へ
も
秋
取
入
縄
墨
休
筆
距
骨
様
申
遣
候
」
と
す
る
記
載
も
確
認
さ
れ
る
。

　
主
題
図
の
作
製
に
お
い
て
は
、
対
象
と
な
る
区
画
を
一
定
の
地
域
に
位
置
付
け
る
必
要
が
生
じ
る
。
近
世
中
期
以
降
は
、
論
所
絵
図
を
作
製

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

す
る
方
法
と
し
て
廻
り
検
地
（
桜
煎
）
と
称
し
た
周
囲
測
量
を
採
用
す
る
場
合
が
多
く
な
る
。
廻
り
検
地
法
と
は
、
田
畑
の
地
下
や
林
地
の
改

め
、
新
田
開
発
の
際
に
該
当
地
域
の
外
周
を
測
量
し
て
絵
図
を
作
製
し
、
そ
の
図
よ
り
面
積
を
求
め
る
検
地
技
術
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
事
例

で
は
大
坂
町
奉
行
所
で
の
審
議
に
従
っ
て
前
山
南
端
部
の
測
量
は
距
離
の
み
に
限
ら
れ
て
お
り
、
廻
り
検
地
法
と
は
若
干
異
な
る
測
量
法
が
実

践
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
順
礼
道
筋
を
基
軸
に
道
の
東
西
両
端
を
基
点
と
し
、
そ
こ
か
ら
本
庄
山
東
西
両
境
界
筋
へ
方
位
と
距
離
の
測
量
を
行

い
論
所
を
位
置
付
け
る
方
法
が
取
ら
れ
て
い
る
。
争
論
に
関
わ
る
早
々
も
同
様
に
順
礼
道
筋
と
の
関
係
で
位
置
付
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の

順
礼
道
筋
も
距
離
の
み
の
計
測
で
あ
り
、
前
山
南
端
部
に
同
じ
く
明
和
図
も
参
照
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
順
礼
道
筋
と
前
山
南
端
部
の
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扱
い
や
、
先
述
し
た
本
庄
山
東
西
両
側
境
界
筋
の
測
量
結
果
の
不
一
致
に
よ
り
生
じ
る
絵
図
の
不
正
確
さ
は
、
東
西
間
の
距
離
や
位
置
の
確
定

の
た
め
に
行
っ
た
横
縄
と
称
す
る
測
量
に
よ
っ
て
解
消
が
図
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
横
番
が
争
論
に
直
接
関
係
し
な
い
地
域
に
つ

い
て
、
実
線
と
し
て
図
化
さ
れ
な
い
区
間
の
測
量
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
立
縄
や
土
地
区
画
に
関
す
る
測
量
は
、
谷
や
尾
根

筋
、
溜
池
や
林
地
な
ど
、
本
庄
山
内
に
お
け
る
描
写
対
象
を
図
上
に
位
置
付
け
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
本
庄
山
東
西
両
側
や
前
山
と
裏

山
の
境
界
筋
な
ど
他
の
測
量
区
間
と
交
差
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
横
面
と
同
様
、
図
の
正
確
さ
の
向
上
に
も
寄
与
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
山
内
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
測
量
は
、
当
事
例
を
特
徴
付
け
る
工
夫
で
あ
る
。

　
測
量
帳
に
記
さ
れ
る
方
位
角
度
は
、
一
蓋
の
十
等
分
、
つ
ま
り
3
度
単
位
で
表
記
さ
れ
、
こ
の
方
位
角
度
の
値
か
ら
、
当
事
例
の
測
量
で
は

　
　
④
「
小
丸
」
と
呼
ば
れ
る
磁
石
方
位
盤
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
距
離
の
計
測
は
、
「
縄
」
の
表
記
に
み
ら
れ
る
よ
う
に

水
縄
（
間
縄
）
や
問
竿
を
用
い
た
と
推
測
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
用
い
て
計
測
し
た
測
点
間
の
距
離
は
、
測
量
帳
の
記
載
に
よ
る
と
二
間
か
ら
一
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

○
間
の
範
囲
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
山
地
で
測
点
間
の
距
離
を
測
る
際
に
正
確
な
図
面
を
作
製
す
る
に
は
、
そ
の
間
の
斜
度
も
計
測
し
三
角

関
数
よ
り
水
平
距
離
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
種
の
作
業
を
当
事
例
で
実
施
し
た
形
跡
は
確
認
さ
れ
な
い
。
こ
の
他
、
作
図
の
た
め
図

幅
寸
法
に
応
じ
た
縮
尺
を
設
定
し
距
離
の
縮
尺
値
を
求
め
る
必
要
が
あ
り
、
③
帳
の
分
蔵
宿
は
そ
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。
全
て
の
計
算
結
果

を
記
す
資
料
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
必
要
性
か
ら
そ
の
種
の
資
料
は
作
図
段
階
で
作
成
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
デ
ー

タ
や
現
地
調
査
な
ど
を
参
考
に
絵
師
が
、
分
度
器
や
定
規
、
針
な
ど
の
器
具
を
用
い
て
天
明
図
を
描
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
作
業
に
要
し

た
日
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
天
明
五
年
度
の
春
に
測
量
作
業
を
終
了
後
、
二
年
以
上
も
経
た
天
明
七
年
度
の
冬
に
立
会
絵
図
を
大
坂
町
奉
行
所

に
提
出
し
て
お
り
、
結
果
と
し
て
作
図
に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

　
最
後
に
各
測
量
区
間
の
測
点
間
距
離
や
そ
の
平
均
、
一
日
当
た
り
の
測
量
距
離
を
求
め
、
実
施
し
た
測
量
の
速
さ
と
地
域
の
関
係
を
み
て
み

る
（
測
量
区
間
毎
の
各
値
は
表
－
参
照
）
。
ま
ず
、
距
離
の
み
を
計
測
し
た
測
貴
区
間
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
順
礼
道
筋
（
－
↓
2
）
で
は
、
多

く
が
五
〇
問
と
＝
疋
の
間
隔
に
測
点
を
設
定
し
て
お
り
、
そ
の
平
均
距
離
は
四
〇
間
代
と
長
い
。
一
方
、
前
山
南
端
部
（
6
↓
8
）
は
、
測
点
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間
の
平
均
距
離
が
一
〇
間
代
と
短
く
、
山
裾
の
屈
曲
に
従
っ
て
測
点
を
細
か
く
設
定
し
計
測
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
測
量
は
一
日

で
～
〇
七
二
間
全
て
を
計
測
し
終
え
て
い
る
。

　
以
下
に
示
す
測
量
区
間
は
、
距
離
と
と
も
に
方
位
に
関
し
て
も
計
測
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
庄
山
周
囲
に
つ
い
て
、
西
側
境
界
筋
（
3
↓

5
）
に
お
け
る
測
点
間
の
平
均
距
離
は
三
〇
間
代
で
あ
り
、
一
方
、
東
側
境
界
筋
に
お
い
て
そ
れ
は
、
石
澄
川
筋
（
－
↓
1
0
）
で
二
〇
間
以
下
、

玉
池
以
北
（
－
o
↓
5
）
で
三
〇
間
代
と
な
る
。
つ
ま
り
、
東
西
両
側
境
界
筋
に
お
け
る
測
量
の
う
ち
、
地
形
的
に
緩
や
か
な
尾
根
取
上
を
主
な

対
象
と
し
た
も
の
は
測
点
問
の
平
均
距
離
が
三
〇
間
代
と
な
り
、
測
量
距
離
も
一
日
当
た
り
九
六
八
間
と
長
い
。
対
し
て
川
筋
の
測
量
は
、
測

点
間
の
平
均
距
離
が
二
〇
間
代
以
下
、
測
量
距
離
も
一
日
当
た
り
三
＝
問
と
短
く
な
り
、
起
伏
や
屈
曲
の
険
し
い
地
形
で
実
施
さ
れ
た
状
況

を
示
す
。

　
前
山
と
裏
山
の
境
界
筋
に
つ
い
て
、
訴
訟
方
側
の
測
量
（
3
↓
1
3
）
で
は
測
点
間
の
平
均
距
離
が
～
○
間
代
、
相
手
方
の
主
張
す
る
境
界
筋

の
測
量
（
1
5
↓
1
9
）
で
、
そ
れ
は
二
〇
間
代
と
な
っ
た
。
両
測
量
は
南
北
に
走
る
谷
や
尾
根
筋
を
東
西
に
横
断
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
訴
訟
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

側
が
険
し
い
地
形
の
た
め
一
日
当
た
り
の
作
業
販
離
が
三
二
三
．
五
間
と
短
い
の
に
対
し
、
相
手
方
側
は
前
者
よ
り
緩
や
か
な
地
形
を
ほ
ぼ
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

線
に
進
行
し
た
た
め
、
一
日
当
た
り
の
測
量
距
離
も
五
九
二
．
五
問
と
長
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
測
点
問
の
平
均
距
離
と
同
じ
傾
向
で
あ
る
。

　
立
縄
に
お
け
る
測
点
問
の
．
平
均
距
離
は
、
緩
や
か
な
地
形
で
直
線
的
に
測
量
し
た
三
番
の
み
百
問
以
上
と
長
く
な
る
以
外
、
一
・
二
・
四
・

五
・
六
番
は
険
し
い
谷
や
尾
根
筋
を
測
量
し
た
た
め
皿
○
間
代
と
短
い
値
を
示
す
。
一
方
、
答
弁
に
お
け
る
測
点
間
の
平
均
距
離
は
、
一
〇
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ら
五
〇
間
代
と
何
れ
も
統
一
し
た
値
を
示
さ
な
い
。
ま
た
、
土
地
区
分
に
関
す
る
測
量
（
2
9
↓
3
0
、
4
0
↓
4
2
）
に
つ
い
て
、
そ
の
測
点
間
距
離
の

平
均
は
、
地
形
的
に
類
似
し
た
立
縄
と
同
様
に
一
〇
間
代
と
短
い
値
と
な
っ
た
。
溜
池
に
関
わ
る
測
量
（
3
3
↓
3
5
、
3
5
↓
4
5
、
4
6
、
4
7
、
5
0
、

5
1
）
で
は
、
測
点
間
距
離
の
平
均
が
三
〇
間
代
と
比
較
的
長
い
値
と
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
の
測
量
は
単
独
で
な
く
他
の
測
量
区
間
と

同
一
日
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
一
日
当
た
り
の
測
量
距
離
は
求
め
て
い
な
い
。

　
こ
れ
ら
各
距
離
値
の
傾
向
は
、
測
量
区
間
の
地
形
的
特
徴
を
反
映
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
川
や
谷
筋
な
ど
険
し
い
地
形
や
、
居
住
区
域
な
ど
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に
接
し
た
区
間
で
の
測
量
の
場
合
、
測
点
間
の
平
均
距
離
は
複
雑
な
形
状
に
対
応
し
て
ほ
ぼ
二
〇
問
以
下
と
短
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
川
や
谷

筋
に
お
い
て
は
一
日
当
た
り
の
測
量
距
離
に
つ
い
て
も
短
い
。
一
方
、
尾
根
筋
上
な
ど
緩
や
か
な
地
形
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
測
量
で
は
そ
の

逆
の
結
果
を
示
し
て
お
り
、
測
点
間
の
平
均
距
離
が
ほ
ぼ
三
〇
問
以
上
、
一
日
当
た
り
の
測
量
距
離
も
長
く
、
最
長
で
千
間
程
と
な
っ
た
。

　
①
た
だ
し
、
三
月
十
二
日
の
測
量
の
う
ち
「
当
村
右
心
道
三
進
む
経
路
は
、
現
　
　
へ
の
方
角
に
向
か
っ
て
薙
離
を
測
り
、
区
切
り
の
良
い
箇
所
に
測
量
地
点
を
設
定

　
　
地
比
定
が
困
難
な
た
め
検
討
か
ら
省
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
結
果
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
端
数
を
省
い
た
と
も
考
え
ら
れ
、
距

　
②
こ
の
事
前
調
査
に
つ
い
て
は
、
「
見
及
」
「
見
取
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
る
場
合
も
　
　
離
を
測
る
手
順
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
た
い
。
大
石
慎
三
黙
校
訂
『
地
方
凡
例

　
　
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
録
上
巻
輪
東
京
堂
鳩
版
、
一
九
九
五
、
八
一
頁
。

　
③
一
章
⑤
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
同
所
は
三
月
二
十
五
日
に
も
残
る
区
間
の
測
量
を
行
う
が
、
こ
の
日
は
他
に
も

　
④
　
大
矢
真
皿
解
説
欄
江
戸
科
学
古
典
叢
書
九
量
地
指
南
臨
恒
和
出
版
、
　
一
九
七
　
　
　
　
　
立
腰
～
番
の
測
量
も
行
っ
て
い
る
た
め
計
算
に
含
め
な
か
っ
た
。

　
　
八
、
二
四
四
～
二
四
五
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
岡
所
で
は
四
月
一
日
に
残
る
区
間
の
測
量
を
行
っ
て
い
る
が
、
立
縄
一
番
の
測

　
⑤
間
縄
（
水
縄
）
の
長
さ
は
六
十
間
や
三
十
間
に
設
定
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
一
　
　
量
も
こ
の
日
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
含
め
な
か
っ
た
。

　
　
五
〇
間
の
距
離
を
ど
の
よ
う
に
し
て
計
測
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
最
短
値
の
こ
　

⑧
立
縄
と
横
縄
は
各
区
腿
の
測
量
を
一
日
で
終
え
る
か
他
の
区
間
と
同
一
日
に
行

　
　
間
は
間
竿
の
長
さ
に
等
し
く
、
聞
竿
の
使
用
が
推
測
さ
れ
る
。
測
量
地
点
間
の
距
　
　
　
　
　
う
場
合
が
多
い
た
め
、
一
日
当
た
り
の
測
量
距
離
を
求
め
な
か
っ
た
。

　
　
離
値
は
、
自
然
数
と
な
る
場
合
が
他
の
事
例
も
含
め
て
多
い
。
こ
れ
は
目
標
地
点
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六
　
在
地
に
お
け
る
地
図
測
量
技
術
の
位
置

1

測
量
に
お
け
る
村
役
人
と
絵
師
の
役
割

　
測
量
図
の
作
製
過
程
は
、
測
量
作
業
と
作
図
作
業
に
大
別
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
前
者
は
控
所
を
対
象
と
し
た
盤
針
術
の
作
業
実
施
の
た
め
、

人
員
を
複
数
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
境
界
筋
の
確
認
の
た
め
争
論
の
当
事
者
が
現
地
に
立
ち
会
う
必
要
の
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、

距
離
を
測
る
水
縄
（
間
縄
）
や
田
鰻
を
扱
う
人
、
測
量
地
点
の
目
標
と
な
る
梵
天
竹
な
ど
を
持
つ
人
、
そ
の
目
標
へ
の
方
位
角
度
を
計
測
す
る

方
位
磁
石
盤
を
扱
う
人
、
そ
し
て
測
量
結
果
を
野
帳
に
書
き
留
め
る
人
な
ど
、
測
量
の
実
行
に
は
関
連
す
る
知
識
や
技
術
を
あ
る
程
度
習
得
し
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た
人
が
多
く
要
求
さ
れ
る
。
当
事
例
で
の
測
量
作
業
は
、
先
述
の
よ
う
に
事
前
調
査
も
含
め
て
争
論
当
事
者
の
村
役
人
ら
と
絵
師
の
み
が
行
い
、

そ
れ
以
外
の
機
関
や
人
物
の
参
加
は
確
認
さ
れ
な
い
。
天
明
三
年
八
月
二
十
四
日
以
降
の
測
量
作
業
へ
の
参
加
者
は
、
三
ヶ
村
の
村
役
人
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

名
前
し
か
確
認
で
き
な
い
が
、
日
記
の
解
釈
に
よ
っ
て
は
絵
師
の
関
与
を
想
定
で
き
る
。
こ
の
作
業
に
参
加
し
た
村
役
人
は
、
主
に
庄
屋
・
年

寄
・
百
姓
代
で
構
成
さ
れ
、
構
成
員
を
幾
分
変
化
さ
せ
な
が
ら
も
測
量
日
ご
と
に
十
人
前
後
が
集
合
し
作
業
を
行
っ
て
い
た
。
測
量
作
業
の
進

行
は
複
数
の
人
員
が
必
要
な
た
め
、
絵
師
を
幸
心
に
作
業
が
進
行
し
た
と
し
て
も
、
絵
師
単
独
で
は
実
現
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
仮
に
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

役
人
ら
が
主
導
的
に
測
量
し
た
と
理
解
す
れ
ば
、
検
地
や
土
木
技
術
な
ど
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
地
図
測
量
の
知
識
や
技
術
が
、
当
時
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

北
摂
地
域
に
お
け
る
村
役
人
層
に
ま
で
浸
透
し
て
い
た
と
い
え
る
。
作
業
の
実
施
に
は
道
具
が
必
要
で
あ
り
、
地
図
測
量
の
技
術
が
在
地
で
習

得
さ
れ
る
段
階
で
は
、
盤
針
術
の
測
量
を
可
能
に
す
る
磁
石
方
位
盤
な
ど
の
測
量
器
具
を
村
で
所
有
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
、
器
具
へ
の
信
頼

性
が
対
立
す
る
村
々
の
間
で
共
有
さ
れ
る
段
階
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
村
絵
図
な
ど
小
地
域
の
絵
図
作
製
に
関
し
て
提
示
さ
れ
て
き
た
絵
師
や
絵
図
男
鹿
は
、
作
図
者
の
み
な
ら
ず
測
量
技
術
者
と
し
て
の
側
面
も

　
　
　
　
　
　
　
④

示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
は
主
に
近
世
前
期
の
事
例
を
対
象
に
議
論
し
た
も
の
が
多
い
。
争
論
の
訴
訟
過
程
で
管
轄
奉
行
に
提

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

出
し
た
立
会
絵
図
や
訴
答
の
内
容
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
、
掴
所
の
状
況
に
応
じ
た
検
使
を
現
地
に
派
遣
し
見
分
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の

際
、
近
世
中
期
以
降
は
必
要
に
応
じ
て
測
量
を
検
使
が
行
い
論
所
の
実
測
図
的
な
絵
図
（
分
問
絵
図
）
を
作
製
し
た
こ
と
が
江
戸
幕
府
の
司
法

典
関
係
資
料
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
検
使
は
竿
取
や
水
夫
、
手
代
ら
と
と
も
に
絵
師
も
帯
同
さ
せ
て
お
り
、
こ
の
作
製
状
況
を
参
考
に

す
る
と
、
争
論
当
事
者
で
作
製
す
る
立
会
絵
図
で
は
、
測
量
実
施
者
と
し
て
の
役
割
を
在
地
の
村
役
人
が
担
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

当
事
例
を
含
む
北
摂
地
域
で
は
近
世
を
通
じ
て
数
多
く
の
国
論
絵
図
が
作
製
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
一
八
世
紀
前
期
以
降
か
ら
測
量
の
実
施
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

明
確
に
示
す
事
例
が
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
司
法
典
関
係
資
料
の
記
述
に
共
通
す
る
。
そ
の
結
果
、
測
量
に
よ
ら
な
い
見
取
図
（
見
細

図
）
の
作
製
で
は
全
般
的
に
絵
師
の
関
与
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
測
量
図
の
登
場
や
そ
の
増
加
に
と
も
な
い
、
絵
師
は
測
量
結
果
と
現
地
調
査

に
よ
る
作
図
作
業
の
み
を
担
当
す
る
場
合
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
近
世
中
期
以
降
、
大
坂
で
町
見
分
間
絵
図
師
と
い
う
分
間
絵
図
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図9　宝暦九年畑村本庄山小物成絵図、西畑町内会

　　管理文書

　注）法量lll，0×55．9cm（料紙3×2枚）

を
描
く
職
業
絵
師
が
存
在
し

　
　
　
　
⑦

て
い
た
こ
と
も
、
上
記
の
状

況
に
応
じ
た
も
の
と
考
え
ら
．

れ
、
こ
の
種
の
職
業
絵
師
の

存
在
が
在
地
社
会
に
お
け
る

測
量
図
の
作
製
を
可
能
に
し

て
い
た
。
検
討
し
た
事
例
は
、

遅
く
と
も
一
八
世
紀
後
期
以

降
か
ら
周
辺
地
域
に
も
同
様

の
絵
師
が
存
在
し
、
都
市
に

同
じ
く
活
躍
し
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

在
地
で
測
量
図
を
作
製
す
る
よ
う
に
な
っ
た
後
も
、
対
象
や
状
況
に
応
じ
て
見
取
図
の
作
製
を
選
択
す
る
場
合
が
近
世
を
通
じ
て
主
流
で
あ
り
、

絵
師
の
担
う
作
業
内
容
が
完
全
に
変
質
し
た
と
い
う
訳
で
は
な
い
。

2

測
量
技
術
の
位
置
付
け
　
　
他
の
絵
図
と
の
比
較

68　（670）

　
本
庄
山
を
対
象
と
し
た
絵
図
は
一
八
世
紀
後
期
の
三
〇
身
程
で
四
種
類
も
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
山
の
利
用
情
勢
を
巡
る
変
化
の
大
き
さ

を
示
す
も
の
で
も
あ
る
が
、
同
一
地
域
で
短
期
間
に
多
く
の
絵
図
を
作
製
し
た
こ
と
に
注
目
し
、
各
絵
図
の
特
徴
を
比
較
し
な
が
ら
み
て
い
ぎ

だ
い
。
先
述
の
よ
う
に
宝
暦
図
（
図
9
）
は
、
京
都
代
官
の
小
物
成
地
巡
見
の
際
、
畑
村
が
宝
暦
九
年
に
代
官
所
へ
提
出
し
た
絵
図
の
控
で
あ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
。
こ
の
時
期
、
当
地
域
で
は
既
に
在
地
で
測
量
図
を
作
製
し
て
い
た
が
、
宝
暦
図
は
見
取
図
と
し
て
作
製
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

宝
暦
図
に
お
け
る
山
の
描
写
は
霊
的
な
地
図
と
し
て
表
現
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
、
特
に
川
や
谷
筋
に
そ
れ
は
著
し
い
。
ま
た
、
畑
村
の
位
置
す

る
南
方
の
低
地
に
視
座
を
設
定
し
、
そ
こ
か
ら
北
方
に
向
か
っ
て
傭
鰍
図
的
な
視
覚
を
用
い
本
庄
山
を
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

そ
の
結
果
、
手
前
に
当
た
る
山
の
南
側
斜
面
が
連
続
し
て
描
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
対
し
て
宝
暦
図
と
同
じ
頃
作
ら
れ
明
和
三
年
に
畑
村
へ
手
交
さ
れ
た
明
和
図
（
図
1
0
）
は
、
「
三
間
弐
寸
」
（
三
千
分
前
一
）
の
測
量
図
と
し
て

作
製
さ
れ
た
絵
図
で
あ
・
㎞
・
こ
の
絵
図
は
・
小
物
成
所
の
巡
見
に
絵
師
を
帯
同
し
た
小
堀
数
馬
代
官
御
手
代
書
が
、
現
地
に
お
い
て
調
査
を

行
つ
な
昆
作
製
さ
れ
た
と
す
如
・
明
和
図
に
お
け
る
本
庄
山
の
描
写
は
・
外
周
の
形
状
が
宝
暦
図
に
比
べ
実
際
の
地
形
に
近
文
ま
た
、
山

内
の
谷
や
尾
根
筋
の
描
写
内
容
も
平
面
図
的
な
傾
向
が
強
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
明
和
図
は
周
囲
測
量
を
実
施
し
て
作
製
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
図
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
宝
暦

「復元」された測量と近世山論絵図（鳴海）

図10　明和三年摂津国豊嶋郡畑村御小物成場絵図

　　岸本家文書

　注）法螺114．1×79．4c皿（料紙4×1枚）

図
と
異
な
る
図
法
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

れ
ら
の
こ
と
は
、
代
官
手
代
衆
ら
に
よ
る
現
地
見
分

が
盤
針
術
の
測
量
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

　
　
　
⑫

し
て
い
る
。

　
こ
の
明
和
図
が
天
明
図
の
作
製
に
大
き
な
影
響
を

与
え
、
特
に
前
山
南
端
付
近
の
扱
い
は
大
坂
町
奉
行

所
で
の
審
議
を
経
て
、
明
和
図
の
参
照
を
決
定
し
た
。

例
え
ば
、
両
型
を
比
較
す
る
と
相
手
方
主
張
の
境
界

筋
が
何
れ
も
同
様
の
直
線
と
し
て
描
き
、
測
量
結
果

よ
り
も
明
和
図
を
参
照
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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図11寛政四年本庄山山論和談済口絵図、西畑町内会管理文書

　注）法量225．5×161．5cm（料紙7×6枚）

こ
の
裁
定
を
導
く
理
由
は
明
和
図
の
確
か
さ
が
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
あ

り
、
根
拠
の
一
つ
は
技
術
的
な
も
の
に
由
来
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の

判
断
に
は
麻
田
藩
の
政
治
的
主
張
も
強
く
作
用
し
た
が
、
そ
れ
も
問
題
の
区

間
は
明
和
図
の
作
製
時
に
測
量
済
み
と
い
う
技
術
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

れ
ゆ
え
天
明
図
の
作
製
で
は
既
存
の
明
和
図
の
参
照
が
可
能
と
さ
れ
、
方
位

を
測
ら
な
い
区
間
が
生
じ
た
こ
と
も
理
由
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
天

明
期
の
測
量
内
容
に
つ
い
て
、
区
間
毎
の
復
元
図
が
全
体
と
し
て
統
合
さ
れ

な
い
こ
と
を
先
に
指
摘
し
た
。
絵
師
は
測
量
結
果
を
基
に
作
図
す
る
際
、
現

地
の
見
分
内
容
や
明
和
図
を
参
照
し
な
が
ら
、
全
体
を
考
慮
し
て
各
区
間
を

組
み
立
て
、
矛
盾
を
修
正
し
つ
つ
絵
図
を
描
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
た

め
、
こ
の
部
分
は
絵
師
の
技
量
に
左
右
さ
れ
る
作
業
と
な
っ
た
。
先
述
の
よ

う
に
天
明
図
は
見
取
図
的
な
描
写
傾
向
を
示
す
測
器
里
図
で
あ
り
、
ま
た
測
量

結
果
を
厳
密
に
復
元
し
た
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
そ
の
相
違
は
部
分
的
に
作

図
者
の
違
い
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
、
つ
ま
り
絵
師
や
絵
図
師
ご
と
に
み
ら
れ

る
癖
や
、
表
現
図
法
へ
の
知
識
と
技
術
力
の
差
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
和
談
時
に
作
製
し
た
寛
政
図
（
図
1
1
）
は
、
検
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
代

官
手
代
ら
が
「
御
分
間
御
嬢
」
、
す
な
わ
ち
測
量
を
行
い
、
扱
人
の
大
坂
徳

　
　
　
　
　
　
　
⑬

井
町
絵
師
大
岡
藤
二
が
作
図
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
難
所
の
測
量
は
本

庄
山
の
周
囲
測
量
を
基
本
に
、
山
内
の
才
田
・
尊
鉢
村
利
用
地
、
両
者
の
主
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「復元」された測量と近世山論絵図（鳴海）

張
す
る
境
界
筋
と
谷
川
筋
、
周
辺
の
繋
な
ど
を
対
象
と
し
て
盤
針
術
に
よ
る
測
量
を
実
施
し
た
。
こ
の
う
ち
、
周
囲
測
量
は
「
御
覧
間
杭
」
と

し
た
杭
を
設
置
し
、
本
庄
山
南
西
部
を
基
点
と
し
て
時
計
廻
り
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
寛
政
図
は
四
種
類
の
絵
図
の
中
で
、
本
庄
山
や

土
地
区
画
な
ど
の
輪
郭
が
最
も
正
確
な
図
で
あ
る
が
、
山
の
描
写
は
傭
鰍
図
的
な
傾
向
を
示
し
、
そ
の
視
座
を
測
量
区
間
の
う
ち
本
庄
山
の
周

囲
と
四
方
に
設
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
遠
方
の
目
当
て
と
す
る
繋
を
六
ヶ
所
に
設
置
し
、
か
な
り
遠
い
位
置
に
も
そ
れ
は
確
認
で
き
る
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
に
寛
政
図
は
論
山
の
周
囲
測

鳴

鰯
塞
－
騨

　締謎激聾｝龍・論断
鯵諮藩ご暴議

雛遜譲1塵郷議懇ン壼誓

　鹸一樹論滅塗，が．繍無楓e＿細．、！∴壷ご

総総難趣一・1・ご；…渥・亡1　　　　噛／／

　　　　醸　　　　　　　　　　　　・k一．一」　．三

図12　寛政四年本庄山山論和談済口絵図より前山および響

　注）繋は相手方境界筋隈の本庄塚より仏日寺までにつ

　　また、前山南端部の形状の複雑さが確認される。

豪ぢ灘魏警
ジら諒老

専鐡灘
　　嬢琵
’　算e三叩鎌

回
す
る
手
段
を
採
用
し
、
天
明
図

と
相
違
す
る
。
各
繋
は
本
庄
山
周

囲
と
前
山
裏
山
境
界
筋
の
測
量
杭

か
ら
位
置
付
け
ら
れ
、
二
一
番
杭

か
ら
申
二
分
（
二
四
六
度
）
に
六
甲

山
（
兵
庫
県
神
戸
市
）
、
六
五
番
杭

か
ら
戌
一
分
（
三
〇
三
度
）
に
大
船

山
（
同
三
田
市
）
、
百
番
杭
か
ら
丑

六
分
（
四
八
度
）
に
勝
尾
寺
（
大
阪

府
箕
面
市
）
、
相
手
方
境
界
上
か
ら

巳
二
分
（
一
五
六
度
）
に
麗
日
寺

（
同
池
田
市
）
、
二
二
八
番
杭
か
ら
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未
五
分
三
二
五
度
）
と
訴
訟
方
境
界
上
か
ら
未
三
分
（
二
一
九
度
）
に
神
田
松
（
池
田
市
）
を
設
定
し
た
（
図
1
2
）
。
繋
の
方
位
角
度
は
～
支
の

十
等
分
単
位
で
三
度
と
天
明
図
の
も
の
に
等
し
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
寛
政
図
の
作
製
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
方
位
測
量
は
、
天
明
図
に
同
じ
く

「
小
丸
」
と
称
す
る
磁
石
方
位
盤
を
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
距
離
を
測
る
た
め
の
道
具
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と

は
両
蓋
を
比
較
し
た
際
、
基
本
的
に
岡
程
度
の
精
度
を
有
す
る
測
量
道
具
を
使
用
し
な
が
ら
、
地
図
と
し
て
の
正
確
さ
に
差
が
生
じ
る
こ
と
を

示
し
興
味
深
い
。
ち
な
み
に
、
天
明
期
の
測
量
結
果
よ
り
復
元
し
た
相
手
方
の
主
張
す
る
前
山
と
裏
山
境
界
筋
の
形
状
は
、
寛
政
図
の
描
写
に

類
似
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
天
明
図
と
寛
政
図
や
明
和
図
の
測
量
図
と
し
て
の
正
確
さ
が
違
う
原
因
は
、
測
量
道
具
や
測
量
法
の
ほ
か
、
測
量

内
容
の
未
熟
さ
、
つ
ま
り
測
量
担
当
者
の
技
術
力
の
差
と
絵
師
の
技
量
差
に
よ
る
部
分
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
村
役
人
と
代

官
手
代
と
い
う
測
量
技
術
者
の
相
違
で
あ
り
、
ま
た
、
都
市
と
そ
れ
以
外
に
居
住
す
る
と
い
う
地
図
作
製
者
の
地
域
差
に
由
来
す
る
も
の
と
い

え
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
表
現
を
巡
る
相
違
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
意
図
し
て
選
択
さ
れ
た
図
法
と
も
判
断
で
き
結
論
は
出
せ
な
い
。
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①
こ
の
場
合
、
絵
師
の
測
量
作
業
へ
の
関
与
の
程
度
は
、
蛍
体
的
も
し
く
は
従
属

　
的
な
も
の
の
何
れ
か
で
あ
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
測
量
の
参
加

　
者
と
し
て
日
記
に
絵
師
の
名
は
記
さ
れ
な
い
が
、
そ
の
前
後
に
絵
師
の
参
撫
を
示

　
す
記
述
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
日
記
の
著
者
が
絵
師
の
測
量
作
業
へ
の

　
参
加
を
前
提
と
し
て
認
識
し
、
絵
師
の
名
を
一
々
記
さ
な
か
っ
た
と
す
る
理
解
も

　
可
能
で
あ
る
。

②
地
租
改
正
な
ど
明
治
初
期
の
土
地
改
革
事
業
で
は
、
原
則
的
に
区
長
や
戸
長
な

　
ど
の
村
役
が
、
現
地
の
灘
量
や
地
図
作
製
作
業
を
撞
当
し
た
。
こ
の
時
の
測
量
作

　
業
は
近
世
の
も
の
と
変
わ
ら
な
い
技
術
や
道
具
を
用
い
て
お
り
、
近
琶
と
の
連
続

　
姓
を
示
し
て
い
る
。
木
全
敬
蔵
「
地
租
改
正
地
引
絵
図
作
成
技
術
と
そ
の
伝
翌
に

　
つ
い
て
」
（
桑
原
公
徳
編
著
『
歴
史
地
理
学
と
地
籍
図
』
ナ
カ
ニ
シ
や
出
版
、
一

　
九
九
九
）
九
⊥
…
二
頁
。
佐
藤
甚
次
郎
『
公
図
読
図
の
基
礎
』
古
今
書
院
、
一

　
九
九
山
ハ
、
　
一
五
｝
二
～
二
一
二
頁
。

③
当
事
例
以
後
、
麻
田
藩
領
で
は
遅
く
と
も
近
世
後
期
か
ら
算
額
の
奉
納
が
確
認

　
さ
れ
、
特
に
幕
末
の
岩
田
清
庸
の
存
在
に
よ
り
和
算
の
隆
盛
し
た
地
域
と
し
て
知

　
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
岩
田
清
庸
（
七
平
）
は
麻
田
村
の
大
庄
屋
で
、
福
田
金

　
塘
・
理
軒
の
門
弟
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
り
、
周
辺
地
域
の
村
方
階
級
の
数

　
学
的
な
教
育
水
準
の
向
上
に
寄
与
し
た
。
桑
原
秀
夫
・
山
田
悦
郎
・
岩
田
秀
一
編

　
噸
美
し
い
幾
何
図
形
シ
リ
ー
ズ
ニ
八
浪
速
の
算
学
者
岩
田
古
平
三
飯
』
、
日
本
数

　
学
史
学
ム
筑
近
畿
支
部
、
　
一
九
七
六
、
五
三
頁
。
　
一
廻
㊨
池
田
市
史
、
五
山
八
三
～
五

　
六
七
頁
。

④
千
葉
徳
爾
『
愛
知
大
学
綜
合
郷
土
研
究
所
研
究
叢
書
H
近
世
の
山
間
村
落
魅

　
名
著
出
版
、
一
九
八
六
、
一
七
〇
～
～
九
九
頁
。
木
村
東
｝
郎
『
警
急
の
歴
史
地

　
理
学
輪
日
本
学
術
逓
信
社
、
～
九
七
八
、
七
一
～
九
一
頁
。

⑤
平
松
義
郎
監
修
京
都
大
学
日
本
法
史
研
究
会
編
『
近
世
法
政
史
料
集
第
｝

　
巻
鰯
創
文
社
、
一
九
七
三
、
三
六
六
～
三
六
七
頁
。
布
施
弥
平
治
編
問
百
箇
條
調



「復元」された測量と近世由論絵図（鳴海）

　
書
第
三
巻
幽
新
生
社
、
｝
九
六
六
、
　
○
八
王
～
＝
四
一
頁
。
三
章
①
、
四

　
五
～
四
六
頁
。

⑥
　
一
章
②
。

⑦
延
享
五
（
｝
七
四
八
）
年
版
『
改
正
増
補
難
波
丸
網
冒
臨
や
安
永
六
（
｝
七
七

　
七
）
幽
囚
『
難
波
丸
郵
駅
腕
に
は
、
大
阪
天
満
樋
上
町
居
住
の
「
町
見
分
間
絵
図

　
師
」
（
仏
絵
師
も
）
と
し
て
中
村
和
助
を
表
記
す
る
。
彼
は
大
坂
周
辺
の
一
八
世

　
紀
中
期
の
争
論
に
て
、
立
会
絵
國
を
作
製
す
る
閣
的
で
村
々
に
雇
わ
れ
た
こ
と
が

　
複
数
の
事
例
で
確
認
さ
れ
る
。
例
え
ば
摂
津
国
川
辺
郡
新
田
申
野
村
（
忍
藩
領
）

　
と
昆
陽
村
（
同
）
と
の
争
論
で
は
、
寛
保
元
（
一
七
四
一
）
年
に
中
村
和
助
と
嗣

　
多
助
が
現
地
へ
赴
き
、
空
所
の
事
前
調
査
（
「
見
及
」
）
や
測
量
（
「
丁
問
」
「
見

　
込
」
）
に
参
加
し
、
絵
小
屋
で
立
会
絵
図
の
作
製
に
取
り
掛
か
っ
た
。
そ
の
測
量

　
は
早
々
よ
り
数
名
つ
つ
参
加
し
て
行
わ
れ
、
絵
師
の
関
与
を
直
接
記
さ
な
い
も
の

　
の
、
絵
師
の
不
在
か
ら
測
量
作
業
の
中
断
し
た
こ
と
を
記
し
、
絵
師
の
関
わ
り
も

　
示
し
て
い
る
。
人
数
的
に
は
双
方
の
百
姓
の
作
業
へ
の
参
繍
は
不
可
欠
と
な
る
が
、

　
主
導
的
役
割
を
担
っ
た
人
物
は
不
明
で
あ
る
。
大
国
正
美
「
近
世
境
界
争
論
に
お

　
け
る
絵
図
と
絵
師
一
地
域
社
会
の
慣
行
秩
序
の
展
開
に
み
る
権
力
と
民
衆

　
－
駄
（
朝
尾
直
弘
教
授
退
官
記
念
会
編
欄
日
本
社
会
の
史
的
構
造
近
世
・
近

　
代
匝
国
文
閣
出
版
、
一
九
九
五
）
五
七
・
六
二
～
六
三
頁
。
野
問
光
辰
監
修
哩
校

　
本
難
波
丸
網
目
暁
申
事
松
泉
堂
書
唐
、
一
九
七
七
、
一
五
五
～
一
五
六
・
五
〇
一

　
頁
。
箕
面
市
史
編
集
委
員
会
編
『
箕
面
市
史
史
料
編
四
隔
箕
面
市
役
所
、
㎝
九

　
七
〇
、
四
八
頁
。
新
田
中
野
部
落
有
文
書
糊
出
入
丁
自
覚
日
記
』
、
寛
保
元
年
八

　
月
四
目
、
伊
丹
市
立
博
物
館
蔵
。
一
章
①
深
井
、
皿
〇
九
一
＝
○
頁
。

⑧
　
一
章
⑤
。

⑨
今
橋
理
子
『
江
戸
絵
画
と
文
学
触
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
、
二
〇
九
～

　
ニ
ニ
九
頁
。
木
全
敬
蔵
「
江
津
時
代
地
図
の
山
地
表
現
法
」
地
図
三
脚
ー
二
、
一

　
九
九
四
、
　
一
～
山
ハ
響
只
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

⑩
こ
の
縮
尺
値
は
、
絵
図
表
の
色
分
凡
例
右
に
「
分
頭
脳
問
弐
寸
之
積
縣
と
記
さ

　
れ
る
ほ
か
、
裏
書
中
に
も
門
表
書
之
百
聞
弐
寸
分
検
絵
図
仕
立
拍
絵
図
｝
逓
リ
村

　
方
二
所
持
仕
偏
と
の
記
載
が
認
め
ら
れ
る
。

⑪
日
記
に
は
、
八
月
十
五
日
と
し
て
「
畑
村
6
ハ
宝
暦
年
中
小
物
成
所
御
改
二
付
、

　
小
堀
数
馬
様
御
手
下
衆
御
見
分
之
上
御
仁
師
被
召
連
分
見
絵
図
相
合
差
上
候
、
則

　
拍
絵
図
村
方
所
持
有
之
候
絵
図
二
如
何
卒
御
糺
被
下
候
様
申
上
呂
偏
と
記
載
さ
れ

　
て
い
る
。

⑫
こ
の
小
物
成
地
絵
図
は
、
他
地
域
に
も
複
数
存
在
し
、
巡
見
先
の
継
々
で
作
製

　
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
京
都
代
官
所
に
よ
る
宝
暦
期
の
巡
見
は
、
小
物

　
成
地
を
対
象
と
す
る
周
閉
測
量
に
よ
る
統
～
的
な
地
図
作
製
事
業
と
し
て
実
施
さ

　
れ
た
も
の
で
あ
り
、
在
地
へ
の
技
術
的
な
影
響
も
含
め
興
味
深
い
。
箕
面
市
役
所

　
『
箕
面
市
地
域
史
料
目
録
集
一
〇
中
井
家
文
書
昌
録
輪
同
、
㎝
九
八
八
、
七
五

　
頁
。
箕
面
市
役
所
総
務
部
文
書
広
報
課
開
箕
面
市
地
域
史
料
目
録
集
一
箕
面
市

　
有
文
所
目
録
』
同
、
一
九
八
四
、
六
〇
頁
。
豊
中
市
立
岡
町
図
書
館
編
噸
内
田
村

　
申
欄
家
文
書
叢
生
』
同
、
　
一
九
八
一
、
八
五
頁
、
な
ど
。

⑬
大
岡
藤
二
は
大
岡
姓
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
狩
野
派
系
統
と
し
て
大
坂
画
壇
で
大

　
き
な
位
置
を
占
め
た
大
岡
派
一
門
の
画
人
と
推
測
さ
れ
る
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
彼
は
岡
本
村
（
和
泉
国
臼
根
郡
幕
府
領
）
と
嘉
祥
寺
村
（
同
国
同
郡
岸
和
照
藩

　
領
）
と
の
船
岡
山
を
巡
る
争
論
に
も
絵
図
師
と
し
て
名
が
確
認
さ
れ
、
享
和
二

　
（
一
八
〇
二
）
年
に
立
会
絵
図
を
作
製
し
た
。
こ
の
図
は
「
百
間
壱
尺
」
（
一
分

　
一
問
）
と
六
百
分
の
一
の
測
量
図
で
あ
り
、
主
張
の
異
な
る
田
所
に
「
か
ぶ
せ
絵

　
図
」
の
手
法
を
採
用
す
る
。
実
施
し
た
測
量
は
、
盤
針
術
に
よ
る
周
囲
測
量
で
、

　
方
位
や
距
離
と
も
寛
政
図
よ
り
細
か
い
値
を
示
し
、
直
行
す
る
測
点
問
の
ズ
レ
を

　
示
す
「
矢
」
も
表
記
さ
れ
る
。
こ
の
事
例
に
つ
い
て
は
別
稿
で
検
討
し
た
い
。
泉

　
佐
野
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
㎎
新
修
泉
佐
野
市
史
　
第
1
3
巻
　
絵
図
地
図
編
（
解

　
説
）
触
｛
尿
佐
野
市
、
　
一
・
九
九
九
、
　
一
六
〇
～
一
六
八
百
ハ
。
大
阪
市
立
美
術
館
編
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『
近
世
大
坂
画
壇
隔
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
三
、
一
七
五
～
二
三
〇
二
一
七
三
～

二
七
四
頁
。
一
下
潤
一
家
所
蔵
文
書
『
山
論
立
会
絵
図
野
帳
協
、
寛
政
十
…
一
（
…

八
○
○
）
年
四
月
、
泉
佐
野
市
史
編
さ
ん
委
員
会
蔵
（
複
製
）
。
同

上
付
帯
間
合
帳
』
、
文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
二
月
晦
B
、
同
。

ヨ
ロ
」

論
地
改
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七
　
お
　
わ
　
り
　
に

　
小
物
成
地
で
あ
る
本
庄
山
の
林
野
資
源
は
、
一
八
世
紀
後
期
に
か
け
て
、
裏
山
の
一
部
宛
山
稼
や
林
地
面
積
の
拡
大
、
全
体
的
な
用
益
の
増

加
な
ど
利
用
情
勢
が
大
き
く
変
化
し
、
改
め
て
資
源
管
理
の
体
制
を
整
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
過
程
の
中
、
そ
の
資
源
利
用
を
巡

り
争
わ
れ
た
山
野
争
論
の
訴
訟
に
お
い
て
在
地
で
作
製
し
た
立
会
絵
図
が
天
明
図
で
あ
る
。
そ
の
際
、
実
施
さ
れ
た
測
量
は
、
第
一
に
草
地
や

林
地
と
し
て
資
源
の
供
給
地
で
あ
っ
た
本
庄
山
に
お
け
る
利
用
区
域
の
位
置
や
広
さ
の
把
握
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
測

量
対
象
が
、
前
山
と
裏
山
の
境
界
筋
を
は
じ
め
、
草
地
や
林
地
と
の
区
画
や
そ
の
位
置
付
け
に
関
連
し
た
区
間
な
ど
、
両
者
の
資
源
利
用
区
域

の
増
減
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。
当
事
例
に
お
け
る
地
図
測
量
は
、
山
野
争
論
で
問
題
と
な
っ
た
場
所
、
つ
ま

り
資
源
管
理
の
観
点
か
ら
重
要
と
認
識
さ
れ
て
い
た
地
域
を
選
択
し
、
そ
の
主
題
の
必
要
に
応
じ
て
複
数
の
区
間
を
設
定
し
実
施
さ
れ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
立
会
絵
図
に
描
か
れ
る
樹
木
な
ど
の
図
像
の
選
択
に
つ
い
て
も
同
様
の
判
断
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
測
量
作
業
は
争
う
村
々
の
村
役
人
が
船
名
程
集
ま
り
、
近
隣
の
絵
師
も
参
加
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
主
導
者
を
特
定
で
き
な
い
も
の

の
、
彼
ら
が
様
々
な
問
題
に
直
面
し
、
緊
張
関
係
を
持
続
さ
せ
な
が
ら
も
慎
重
に
協
議
を
重
ね
、
そ
し
て
計
画
的
に
進
行
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
地
図
測
量
の
過
程
は
、
事
事
裁
判
を
円
滑
に
進
行
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
地
図
を
作
る
行
為
自

体
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
、
共
同
の
測
量
作
業
が
そ
の
意
味
を
強
化
し
て
い
た
。
そ
の
際
、
測
量
区
間
の
設
定
と
測
量
の
有
無
や
限

定
を
巡
っ
て
対
立
が
度
々
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
領
主
の
意
向
を
う
か
が
い
つ
つ
、
そ
の
都
度
大
坂
町
奉
行
所
で
審
議
を
行
っ
て
お
り
、
境
界
の

確
定
作
業
と
そ
の
図
化
を
通
じ
て
、
訴
訟
過
程
に
お
け
る
測
量
行
為
の
政
治
・
社
会
的
意
味
の
大
き
さ
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
理
解
は
、

幕
藩
制
社
会
に
お
け
る
地
域
支
配
の
方
向
性
を
明
示
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。
論
所
絵
図
を
作
製
す
る
た
め
に
上
記
の
協
議
や
審
議
を
経



F復元」された灘量と一個＝山論絵図（鳴海）

て
決
定
し
、
測
量
の
実
施
が
選
択
さ
れ
た
場
所
は
、
主
題
の
要
求
に
応
じ
る
と
と
も
に
論
所
外
は
測
量
し
な
い
こ
と
や
天
明
図
を
参
照
す
る
な

ど
、
必
要
と
判
断
さ
れ
た
区
間
に
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
天
明
図
の
描
写
内
容
は
、
平
角
の
測
量
を
巡
る
審
議
や
協
議
結
果
を
大
き
く
反

映
す
る
も
の
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
実
施
さ
れ
た
測
量
は
小
丸
と
呼
ば
れ
る
方
位
磁
石
盤
や
間
縄
な
ど
を
使
用
し
、
測
量
地
点
間
毎
の
方
位
と
距
離
を
測
り
進
行
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
際
、
一
定
範
囲
の
境
域
的
な
絵
図
の
作
製
に
と
り
有
効
な
測
量
法
と
し
て
当
時
採
用
さ
れ
て
い
た
廻
り
検
地
法
と
は
若
干
異
な
る

　
　
　
　
　
　
　
①

方
法
を
取
っ
て
い
る
。
本
庄
山
の
位
置
付
け
の
た
め
に
順
礼
道
筋
を
基
軸
と
し
て
菓
西
両
境
界
筋
の
測
量
を
行
い
、
加
え
て
境
界
や
谷
川
筋
、

対
象
物
を
位
置
付
け
る
必
要
か
ら
山
内
も
測
量
し
、
凡
そ
こ
の
順
に
作
業
が
進
行
し
た
。
そ
れ
ら
の
測
量
は
真
東
西
に
実
施
し
た
横
越
の
よ
う

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
測
量
区
間
を
交
差
さ
せ
る
こ
と
で
、
絵
図
の
正
確
さ
を
高
め
る
工
夫
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

た
だ
し
、
そ
の
測
量
技
術
の
水
準
は
、
傾
斜
を
考
慮
し
な
い
な
ど
最
低
限
必
要
な
内
容
を
保
証
す
る
も
の
と
判
断
し
選
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
と
同
時
に
、
測
量
結
果
の
不
整
合
さ
や
傭
轍
図
的
傾
向
の
強
い
地
形
描
写
な
ど
、
幕
府
役
人
の
代
官
手
代
や
都
市
に
居
住
す
る
町
絵
師
ら

が
作
製
に
曇
っ
た
明
和
図
や
寛
政
図
に
比
べ
、
測
量
図
と
し
て
の
完
成
度
が
や
や
低
い
側
面
を
示
し
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
で
実
施
さ
れ
た
測
量
や
作
図
作
業
を
村
役
人
や
在
町
絵
師
が
担
っ
て
い
た
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
在
地
社
会
に

お
け
る
地
図
測
量
技
術
の
一
般
化
を
示
唆
し
て
い
る
。
今
後
も
慎
重
に
検
討
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
が
、
恐
ら
く
当
事
例
で
測
量
作
業
を
主
導

し
た
と
想
定
さ
れ
る
争
論
当
事
者
の
村
役
人
ら
は
、
遅
く
と
も
一
八
世
紀
中
期
以
降
に
は
地
図
測
量
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
蓄
積
さ
せ
て
い

た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
技
術
を
駆
使
す
る
た
め
に
磁
石
方
位
盤
な
ど
の
信
頼
で
き
る
測
量
道
具
を
所
持
し
、
馬
所
で
の
測
量
作
業

を
実
践
し
た
。
そ
の
一
方
で
寿
町
絵
師
は
、
事
前
調
査
も
含
め
た
測
量
行
為
に
参
加
す
る
と
と
も
に
作
図
作
業
を
担
当
し
て
い
た
。
一
八
世
紀

中
期
以
降
に
み
ら
れ
た
町
見
分
間
絵
図
師
の
登
場
や
大
岡
派
の
絵
師
に
よ
る
分
間
絵
図
の
作
製
は
、
町
に
お
い
て
様
々
な
絵
颪
を
生
業
と
す
る

町
絵
師
に
と
り
測
量
図
を
作
図
す
る
技
術
が
、
一
分
野
と
し
て
専
門
化
さ
れ
、
そ
し
て
修
練
さ
れ
る
特
殊
技
術
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
当
事
例
に
お
け
る
在
町
絵
師
の
役
割
は
、
時
期
的
に
一
八
世
紀
後
期
と
若
干
遅
れ
る
も
の
の
、
都
市
近
郊
と
は
い
え
、
都
市
以
外
の
地

75　（677）



域
に
居
住
す
る
絵
師
に
お
い
て
も
同
様
の
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
意
聾
す
る
。
こ
の
よ
う
に
今
回
検
討
し
た
事
例
は
、
日
本
近
世
に
お
け
る
測

量
図
の
作
製
技
術
の
実
態
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
的
な
展
開
の
一
端
を
示
し
、
地
図
測
量
技
術
の
農
村
社
会
へ
の
広
が
り
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
特
に
そ
れ
は
、
畿
内
の
三
々
に
居
住
す
る
村
民
や
絵
師
に
よ
る
測
量
図
の
作
製
が
、
近
世
中
期
、
恐
ら
く
享
保
期
頃
以
降
に
は

技
術
的
な
問
題
を
含
み
つ
つ
も
体
現
可
能
な
社
会
的
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
、
測
量
行
為
と
そ
の
図
化
の
検
討
を
通
じ
て
農
民
に
よ
る
土

地
経
営
の
有
り
様
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
。
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①
本
庄
山
東
に
隣
接
す
る
法
愚
寺
松
尾
山
（
箕
面
市
新
稲
地
区
北
部
）
で
は
　
　
を
理
解
す
る
う
え
に
お
い
て
、
在
村
の
絵
師
に
つ
い
て
は
「
村
絵
師
」
と
表
記
す

　
一
八
世
紀
中
期
に
山
論
が
発
生
し
、
立
会
絵
図
作
製
の
た
め
に
芝
山
周
囲
の
測
量
　
　
　
　
　
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
、
畑
村
役
人
は
論
所
の
手
代
検
使
に
対
し
「
新
稲
村
と
牧

　
之
庄
六
ヶ
村
山
論
二
付
帯
論
山
廻
リ
検
地
と
成
畑
村
境
之
分
私
共
立
会
境
屠
筋
相
　
　
　
　
【
付
記
】
　
本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
甲
衛
大
学
久
武
哲
也
先
生
、
大
阪
大
学
小
林
茂
先

　
違
無
御
座
候
篇
と
「
廻
り
検
地
偏
と
い
う
言
葉
を
周
い
て
報
告
し
て
お
り
、
こ
の
　
　
　
　
生
、
九
州
大
学
中
野
等
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
資
料
の
調
査
や

　
測
量
法
を
　
八
世
紀
中
期
頃
に
は
遅
く
と
も
認
識
す
る
段
階
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
　
　
　
　
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
、
池
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
転
部
社
会
教
育
課
、
池
田
市
立

　
し
て
い
る
。
奥
村
家
文
書
『
差
上
ケ
申
㎜
東
之
事
臨
、
延
享
四
（
～
七
四
七
）
年
　
　
　
　
歴
史
民
俗
資
料
館
、
泉
佐
野
市
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
、
伊
丹
寮
立
博
物
館
、

　
七
月
十
八
日
。
一
章
⑤
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
中
市
総
務
部
法
制
文
書
諜
、
箕
獅
市
総
務
部
行
政
管
理
課
の
皆
様
、
な
ら
び
に
資

②
地
図
作
製
に
関
わ
る
町
絵
師
に
つ
い
て
、
個
々
の
技
術
的
な
程
度
差
を
生
む
要
　

料
所
蔵
者
の
方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
こ
こ
に
お
礼
巾
上

　
因
の
一
つ
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
地
域
性
に
由
来
す
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
　
　
　
　
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
の
一
部
は
人
文
地
理
学
会
第
六
五
圓
地
理
思
想
研
究
部
会

　
の
こ
と
か
ら
、
よ
り
地
域
差
を
強
調
す
る
た
め
、
雀
郷
町
池
田
に
居
住
す
る
職
業
　
　
　
　
（
二
〇
〇
　
年
三
月
）
に
お
い
て
発
表
し
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
『
入
文
地
理
』

　
画
人
を
示
す
言
葉
と
し
て
門
在
町
絵
師
し
と
仮
に
表
記
し
、
都
市
酌
な
意
味
で
の
　
　
　
　
第
五
ご
一
巻
第
四
号
（
二
〇
〇
一
、
八
五
～
八
六
頁
）
に
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
町
絵
師
と
す
る
表
現
と
区
鋼
し
た
。
同
様
の
意
味
か
ら
、
在
地
の
地
園
作
製
技
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
学
府
博
士
後
期
課
程
・
大
阪
大
学
文
学
研
究
科
特
別
研
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生
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　　　　Indigenous　Land　Surveyor　and　Mapmaker　in　Early　Modem　Japan：

With　Special　Reference　to　the　Cases　of　Boundary　Disputes　in　Northem　Osaka

by

NARulv｛1　Kunitada

　　The　purpose　of　this　paper　is　，to　show　the　process　and　indigeRous　techrtiques　of

land　surveys　on　mapmaking　at　the　middle　stage　of　the　Tokugawa　era．　The　main

objects　of　study　are　the　documeRts　created　fer　territorial　claims　in　disputes　over

the　village　common　in　northem　Osaka．

　　When　this　boundary　dispute　happened，　the　authorities　ordered　the　villagers　to

make　the　rnap．　First，　the　’peasants　would　try　to　survey　the　land　at　issue．　The

compass　they　used　had　the　capability　of　measuring　angles　to　an　accuracy　of　three

degrees．　Then，　a　professional　painter　would　draw　a　map　on　basis　of　the　data　and

his　observations　of　the　site．　These　cartographic　devices　were　gradualiy　adopted

nationwide　to　meet　the　demands　of　territoxial　claims　that　had　increased　since

around　the　eighteeRth　century．

　　　　　　　　　　Fundatio　in　the　High　Middle　Ages：

From　the　Historical　Wvitings　of　Tweifth－Century　Affligem

　　　　　by

AoTANI　Hideki

　　In　the　Benedictine　abbey　of　A£fligem，　two　sorts　of　historical　writing　were　com－

posed　in　the　middle　of　twelfth　century，　and　historians　have　used　them　to　clarify

the　actual　history　of痴e　monastery　du血g　its　early　period．　However，　the　reason

why　and　how　these　sources　were　produced　has　hardiy　been　considered．　This

study　discusses　the　meaning　of　the　historical　production　itself　in　twelfth　century

Aifligem．

　　The　historical　writings　of　Aiffligem　depicting　the　foundation　and　the　early　history

of　the　institutlon　ai”e　fuil　of　legends　and　record　the　many　donations　made　to　the

monastery　since　its　foundation．　lt　should　be　Roted　that　contemporary　scholarship
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